
Ｊ Ａ 全農畜産生産部の研究所は、 1962 年に設

立さ れた「 全購連　 農業技術センタ ー飼料研究

部」 をはじ まり と し て、 現在は、 飼料・ 飼養管

理の研究開発を行う 「 飼料畜産中央研究所（ 中

研）」、 病気の予防衛生の研究開発を行う 「 家畜衛

生研究所（ 家衛研）」、 和牛受精卵移植の研究開発

を行う 「 Ｅ Ｔ 研究所（ Ｅ Ｔ 研）」 の 3 つの研究所

で構成さ れています。

研究・ 開発にあたっ ては、「 畜産農家のために

なる研究・ 開発である事」 が全てです。 現場に

即し 、 現場で生き る研究・ 開発を行い、 最終的

には畜産農家の利益につながる事が 3 研究所の

使命です。

　 沿　 革

1 9 6 2 年 神奈川県平塚市に「 全購連　 農業技術センタ ー飼料

研究部」発足

1 9 7 2 年 全購連・ 全販連が統合し 全農設立。 茨城県つく ば市

に「 飼料研究所」設立

1 9 7 3 年 中　 研「 飼料研究所」 から「 飼料畜産中央研究所」に

改称

1 9 8 0 年 中　 研  畜産技術中央講習所を設置

1 9 8 2 年 家衛研  中研から 衛生研究室を 分離し 、千葉県佐倉

市に「 家畜衛生研究所」を設立

1 9 8 7 年 中　 研  受精卵移植研究室を設置

1 9 8 9 年 家衛研  家畜クリ ニックの開始

1 9 9 2 年 家衛研  クリ ニックセンタ ーを設置

1 9 9 3 年 中　 研  豚繁殖研究室を設置

1 9 9 4 年 中　 研  茨城県岩間町（ 現笠間市）に肉牛実験農場を

設置

1 9 9 9 年 中　 研  受精卵移植研究室を改称し 、北海道上士幌

町に「 ＥＴ センター」を設置

2 0 0 1 年 Ｅ Ｔ 研  中研からＥＴ センターを分離し 、独立し た研究

所へ

2 0 0 2 年 中　 研  北海道訓子府町に乳肉牛研究分場を設置

2 0 0 4 年 中　 研  北海道上士幌町に種豚開発センタ ーを設置

家衛研  クリ ニックセンタ ー東北分室、大阪分室を設

置

2 0 0 7 年 中　 研  生物資源グループを設置

Ｅ Ｔ 研  茨城県笠間市に東日本分場を設置

2 0 0 9 年 Ｅ Ｔ 研  岩手県滝沢村に北日本分場を設置

2 0 1 2 年 Ｅ Ｔ 研  「 ＥＴ 研究所」へ改称

2 0 1 6 年 Ｅ Ｔ 研  繁殖義塾研修制度の開始

2 0 1 8 年 家衛研  新クリ ニック検査棟が稼働

家衛研  クリ ニック 体制強化のためクリ ニック センタ

ー、北海道・ 北日本・ 東日本・ 西日本・ 九州分室へ機構

変更

Ｅ Ｔ 研  福岡畜産生産事業所からＥＴ 研究所九州分

場へ機構変更（ 分場体制：北日本・ 東日本・ 九州分場）

畜産生産者に貢献する 研究開発を
Ｊ Ａ 全農畜産生産部研究所のご 紹介

1 9 6 2 年に設立された「 全購連　 農業技術センター」



上士幌種豚育種研究室

北海道河東部北海道河東郡

ET研究所

クリニック北日本分室

岩手県滝沢市

岩手県紫波郡

ET研 北日本分場

岡山県岡山市

クリニック西日本分室

ET研 東日本分場

茨城県笠間市

笠間乳肉牛研究室

ET研九州分場

福岡県福岡市

クリニック九州分室

飼料畜産中央研究所

茨城県つく ば市

クリニック北海道分室

北海道札幌市 笠間乳肉牛研究室

訓子府分場

北海道常呂郡
ところ

かとう

く ん ねっ   ぷ

クリニック東日本分室

千葉県佐倉市

東京都江東区

家畜衛生研究所

（ ★）本場（ 北海道河東郡）／北日本分場（ 岩手県滝沢市）／東
日本分場（ 茨城県笠間市）／九州分場（ 福岡市）

（ ★）本場（ 茨城県つく ば市）／上士幌種豚育種研究室（ 北海道
河東郡）／笠間乳肉牛研究室（ 茨城県笠間市）／笠間乳肉牛研
究室 訓子府分場（ 北海道常呂郡）

（ ★）本場（ 千葉県佐倉市）／クリニッ ク北海道分室（ 北海道札幌
市）／クリ ニッ ク北日本分室（ 岩手県紫波郡）／クリニック東日
本分室（ 東京都江東区）／クリニック西日本分室（ 岡山市）／ク
リニック九州分室　（ 福岡市）

E T 研究所

飼料畜産中央研究所
家畜衛生研究所

和牛受精卵移植の研究開発

飼料・飼養管理の研究開発

病気の予防衛生

Ｊ Ａ 全 農 畜 産 生 産 部 研 究 所 拠 点
（ 2 0 2 2 . 4 現在）



基礎情報

所在地／●つく ば本場（ 企画管理課、畜産技術中央講習所、品質

管理研究室、養鶏研究室、養豚研究室、生物資源研究室） ：  茨城

県つく ば市、●上士幌種豚育種研究室 ：  北海道河東郡上士幌

町、●笠間乳肉牛研究室 ：  茨城県笠間市、●笠間乳肉牛研究室 ・  

訓子府分場 ：  北海道常呂郡訓子府町

施設面積 ／つく ば本場 ：  約 3 8 ha 、 笠間乳肉牛研究室 ：  約

1 2 ha 、上士幌種豚育種研究室 （ 全農畜産サービス（ 株）より 賃

借）：  約4 0 ha

開設時期／1 9 7 2 年

人数／6 0 名（ 2 0 2 2

年4 月1 日現在）

特許数／1 5 件

（ 2 0 2 2 年 4 月 1 日

現在登録件数）

畜産農家の経営と系統飼料畜産事業を

技術面から支援する研究所
飼料畜産中央研究所

研究所の目的

組織図

飼料畜産中央研究所は畜産農家の経営と 系統飼料

畜産事業を技術面から 支えるため、系統組織の畜産

研究機関と し て 1 9 7 2 年に設立さ れまし た。

主に配合飼料・ 優良素畜・ 畜産資材の商品化、飼養

管理・ 生産性向上技術の開発と 普及、各種講習会の開

催等を行っ ています。

養鶏（ 採卵鶏、ブロイ ラ ー）では、育種改良の進んだ

鶏の能力を最大限に引き 出し つつ、低コ スト 化を実

現する配合飼料の開発及び飼養管理技術の研究が大

き なテーマです。 また、付加価値鶏卵肉の開発や鶏

卵抗体の開発支援等にも 取り 組んでいます。

養豚では、全農が独自開発し た「 全農ハイ コ ープ

SPF 種豚」の育種改良や配合飼料・ 飼養管理技術の

研究を行い、美味し い国産豚肉を効率よく 生産する

技術確立に取り 組んでいます。 また、糞尿処理にと

も なう 悪臭や水質汚染等の環境問題改善のため、飼

料や資材の開発を行う 事も 重要なテーマです。

養牛では、後継者不足や長時間労働によ り 生産基

盤が減少し ています。 こ のため搾乳ロボッ ト やＩ Ｃ

Ｔ 機器導入が注目さ れています。 こ う し た機器を活

用し 労働負荷低減や生産効率改善ができ る飼養管理

技術や飼料・ 資材の開発を 重要な研究テーマの１ つ

と し て取り 組んでいます。

品質管理では、く みあい飼料会社の品質管理業務

が円滑に遂行できるよう 、分析手法の開発や効率化・

平準化に取り 組んでおり 、あわせて研究所内の試験

サンプルを測定・ 評価し ています。
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2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部

J A 全農畜産生産部　 飼料畜産中央研究所



養 豚

養 鶏

企画管理

生物資源

品質管理

敷地図　 飼料畜産中央研究所（ つく ば本場）

研究概要

１ ． 配合飼料・ 生産資材（ 種豚・ IC T 機器等）・ 飼養管理技術

（ １ ）養鶏関係

　 ①育種改良が毎年劇的に進む採卵鶏・ブロイラーの能力を引き出す配合飼料・ 飼養管理技術の開発

　 ②オンリーワンを目指した付加価値鶏卵・ 鶏肉の開発

（ ２ ）養豚関係

　 ①世界トップレベルの生産能力を持つハイコープ豚用の配合飼料・ 飼養管理技術の開発

　 ②ハイコープ豚の食味向上技術・ 評価技術に関する研究

（ ３ ）乳肉牛関係

　 ①新規代用乳や養牛用飼料原料の効率的利用技術の開発

　 ②搾乳ロボット やICT 機器などの活用による次世代型酪農に適した配合飼料や飼養管理技術の開発

（ ４ ）種豚育種関係

　 ①産肉能力、繁殖能力に優れた高能力種豚の開発

　 ②個体の遺伝的能力を評価するための統計モデルに関する研究

２ ． 品質管理・ ゲノム技術

（ １ ）品質管理関係

　 ①飼料原料のN IR（ 近赤外分光法）を用いた、多頻度迅速分析と最適配合設計による原料コスト の削減

　 ②最新分析機器による飼料原料、配合飼料、畜産物の新たな評価法の開発

（ ２ ）ゲノム技術関係

　 ①牛や豚のゲノムから、個体の能力を正確に予測する方法を開発

　 ②家畜ゲノムと美味しさを関連づけるオリジナル判定方法の開発



主な機器・ 施設について

使用し ている機器 ：

超高速液体クロマト グラフィ ー（ U H P LC）、高速液体クロマト グラ

フィ ー（ H P LC）、ガスクロマト グラフィ ー（ G C）、高速アミ ノ 酸分

析計、燃焼法窒素分析装置、近赤外分析計、原子吸光光度計、

ICP 等

飼料の品質を

分析から支える
品質管理研究室

研究の概要

品質管理研究室では、く みあい配合飼料を 生産者

の方々に安心し て使っ ていただけるよう に、工場で

の品質管理に必要な分析機器の検証や飼料原料・ 配

合飼料・ 畜産物の分析方法等の研究をし ています。

最近は分析機器の高度化によ り 、化学薬品を 使用

し ない方法や分析の迅速化、より 微量な成分が測定

可能と なるなどの良い面がある一方で 、使用方法や

測定条件についてはデリ ケート さ が求めら れ、適正

に使用し ないと 信頼のおける数値が得ら れない面も

あり ます。 またデータ の統計解析と 組み合わせて使

用する機器も あり 、機器単体では使用でき ない測定

装置も 登場し ています。 当研究室ではこ れら の機器

の正し い分析方法を 各飼料会社に普及するこ と で、

飼料製造のサポート を行っ ています。

また、畜種研究室が行う 研究・ 商品開発をサポート

するため、試験に使用する飼料や飼養試験で生産さ

れた畜産物の分析、新し い飼料原料の栄養価の分析

法を確立するなど、連携をし て取り 組んでいます。

こ れまでの主な研究・ 開発内容と し て、近赤外分析

による飼料原料の成分測定法、U H P LC-MS/MS に

よるカ ビ毒一斉分析法、蛍光指紋による牛血液中の

レチノ ール（ ビタ ミ ン A）の測定法、誘導結合プラ ズ

マ発光分光分析(以下、ICP-OES)によ る ミ ネラ ル

一斉分析法の開発などがあり ます。

J A 全農畜産生産部　 飼料畜産中央研究所　 品質管理研究室

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部



①研究室の特徴・ 強み

　 迅速性および高い精度を併せ持つ分析機器を備えており 、飼料

や畜産物に関わるさまざまな成分を分析できる環境が整っている

事です。 また、それを活かし て畜種研究室と 共同で試験を行う 事

が出来るので、研究所全体の研究効率を上げる事に繋がっている

と いう 点も強みであると 思います。

②現在の業務内容

　 配合飼料および畜産物の品質に関わる成分分析や、新たな分析

手法の開発を行っています。 また、全国のく みあい飼料の品管室

と 共同で、定期的に分析精度や手技レベルの確認をし たり 、工場で

は（ 時間、コスト 的に） 分析が難し い成分を理論的に算出する計算

式を作成・ 配布し たりと 、飼料品質を間接的に支えるサポート 的な

業務も行っています。

③今後の課題と 方向性

　 分析技術の発達に伴い、分析の一斉化、迅速化が進んできてい

ます。 得られるデータ 量も多く なっていますが、それを活用するた

めの知識や解析技術を身に付ける必要があります。 また、新たに

分析法の開発をする上で、実際に現場での需要がどれだけある

か、運用は可能であるかと いうビジョ ンを持って研究を進める事が

重要だと 思います。

④仕事の上で特に心掛けている事

　 当研究室では、分析の手法や原理を覚えるだけでなく 、原料ごと

の特徴や各畜種の知識など、覚える事が沢山あります。 まだまだ知

らない事も多いので、疑問に思った事はすぐに訊いたり 調べたりし

ています。 また、機器ト ラブルが起きた時や得られた分析値が普段

と 違った時、何が原因なのかを考えてから対処するよう に心掛けて

います。

⑤こ の仕事に就いてよかっ

たと 思える時

　 自身が管理し ている簡易

分析機器が、全国のく みあ

い飼料工場で活用し て頂け

ているのを実感し た時。 ま

た、その分析精度を高水準

で 保つ 事ができ て いる 事

が、はっきりと 数値で見える

と 嬉し いです。

研究員の紹介　 鴇田 茉巳子（ ときた　 まみこ ）

こ れまでの成果について

こ れまで、飼料原料や配合飼料中のミ ネラ ル含量

測定は、主に原子吸光法と 呼ばれる方法で行っ てい

まし た。 し かし 、原子吸光法は測定対象のミ ネラ ル

ごと にサンプル前処理方法や使用するラ ンプが異な

るため、複数のミ ネラ ルを測定する場合は異なる前

処理やラ ンプ交換作業が必要でし た。 こ の課題を解

決するため、同じ 前処理方法で多種類のミ ネラ ルを

同時に測定する事ができ る ICP-OES によるミ ネラ

ル成分の一斉分析法を 確立し まし た。 こ れにより 、

分析時間および分析コ スト 削減に繋がり まし た。

< 学会発表・ 論文投稿>

 ● 分娩前後の乳牛における血清中 3 -メ チルヒ スチ

ジンの動態 （ 2 0 1 9 , 日本畜産学会）

● 保存期間および加熱温度が異なる豚肉の呈味およ

び加熱香気成分のメ タ ボロ ―ム解析 （ 2 0 1 9 , 農

芸化学学会）

● A  ra p id  me thod  to  m ea su re  se rum  re tin o l 

concen tra tio ns  in  J a pa nese  b la ck  ca ttle  

u s in g  mu ltid im en s io na l f lu o rescence  

　 (2 0 2 0 , J ou rn a l o f Flu o re scence )

誘導結合プラズマ発光分光分析計（ ICP -OES）



主な機器・ 施設について

鶏舎 ：  9 棟（ 育すう 舎２ 棟、成鶏舎４ 棟、ブロイラ ー舎２ 棟、環境制

御鶏舎 1 棟　 家畜 飼養 羽 数 ：  採 卵鶏2 ,8 0 0 羽、 ブ ロ イ ラ ー

3 ,4 0 0 羽×4 回転 /年

鶏の能力を最大限に

発揮する飼料開発
養鶏研究室

研究の概要

養鶏研究室では、採卵鶏やブロイ ラ ー（ 肉用鶏）の

新たな飼料開発の研究を通じ て、養鶏場における生

産性向上や経営安定化を目指し ています。 近年特に

力を入れてき たのが、育種改良が急速に進んだ鶏の

能力を最大限に引き出すための飼料開発です。

例えば、採卵鶏の分野では、産卵性能の向上が進む

鶏で、高日齢での休産処理をし なく ても 産卵成績や

卵質が長期にわたり 高く 維持でき る 飼料の開発で

す。 こ れにより 、成鶏導入コ スト を抑え、高品質鶏卵

の出荷量を増やし 生産者の収益増加を図り ます。 ま

た、養鶏現場で大き な問題になっ ている鶏糞処理に

対し て、鶏糞量が低減する飼料の基礎技術を当室が

開発し 、その専用飼料を J A 全農北日本く みあい飼

料（ 株）と 共同で実用化し まし た。 現在では全国に普

及が進み、鶏糞量が2 0 〜3 0 % 減少し たと 好評をい

ただいています。

一方、ブロイ ラ ーでは育種改良の進展が著し いた

め、海外育種メ ーカ ー等から 情報収集を 継続的に行

い、生産成績を最大限に引き出す飼料の開発に取り 組

んでいます。 概ね4 5 日で出荷さ れる短期決戦のた

め、飼料の栄養成分や物性を変えて生産成績データ を

確認し 、随時各エリ アの飼料営業担当と 連携し て、よ

り 成績を向上さ せる飼料内容の検討を行っています。  

J A 全農畜産生産部　 飼料畜産中央研究所　 養鶏研究室
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< 主な商品開発>

● 採卵鶏育すう 用飼料： パワーチッ ク ZK シリ ーズ

● 鶏糞低減飼料

● 特長鶏卵： し んたまご、と く たま（ 写真1 参照）

● 混合飼料

　 ・ 卵殻強化資材： エスク

　 ・ 夏場対策飼料： フ ェ スタ

● 飼料添加物

　 ・ 生菌剤： J A-ZK バチルス

●鶏卵検査資材

　 ・ 全農ヨ ーク カ ラ ーチャ ート 2 0 1 9（ 写真２ 参照）

< 特許関連>

● おいし いたまごの生産技術に関する特許

● 家禽の糞量を低減する飼料

●米を使用し た家畜用配合飼料

< 雑誌投稿>

● 高品質な鶏卵を 長期にわたっ て産卵さ せるための

飼養・ 飼料技術② 〜採卵鶏におけるカ ルシウム代謝

と 生産成績について〜「 鶏の研究 2 0 1 9 年3 月号」

● Ｊ Ａ 全農・ 研究室だよ り 　 Ｇ Ｐ センタ ーの衛生管

理における注意点 〜次亜塩素酸ナト リ ウムの特徴

を踏まえた活用法〜「 養鶏の友 2 0 1 9 年3 月号」

● 高品質な鶏卵を長期にわたっ て産卵さ せるための

飼養・ 飼料技術③ 〜安定し た産卵、鶏卵品質を維持

するためのト ピッ ク〜「 鶏の研究 2 0 1 9 年6 月号」

● 暑熱スト レスを軽減し て生産性向上！　 養鶏場にお

ける夏場対策について「 養鶏の友 2 0 1 9 年6 月号」

● 栄養管理に基づく 畜種別熱暑対策　 肉用鶏におけ

る飼料・ 栄養面から の熱暑対策「 畜産コ ンサルタ ン

ト  2 0 1 9 年7 月号」

● 環境調査の事例紹介ほか　 全農養鶏セミ ナー札幌

2 0 1 9 　「 養鶏の友 8 月号」

● 産地Ｇ Ｐ の衛生管理のほか　 全農養鶏セミ ナー札

幌2 0 1 9 　「 養鶏の友 9 月号」

● 国産資料を 活用し た全農グループの取り 組み「 養

鶏の友2 0 2 0 年6 月号」

● 高品質な鶏卵を長期にわたっ て産卵さ せるための

飼養・ 資料技術「 畜産技術2 0 2 1 年2 月」

研究員の紹介　 小松 稜弥（ こまつ　 りょう や）

こ れまでの成果について

①研究室の特徴、強み

採卵鶏、ブロイラーともに、個体または小群単位で均一に飼養管

理できる体制が全国的にも 類の無い規模で整っています。 また、

産卵当日の卵質検査、研究所内での解体調査等が可能であり 、卵

や鶏肉に関するデータを素早く とる事ができるため、外的な影響を

少なく し 、精度の高い研究が可能になっています。 試験飼料の製

造も少量から 作成でき、小規模試験にも柔軟に対応できます。 鶏

の産卵成績、発育成績のみならず、in  v itro の研究体制も整ってお

り 、幅広い研究に取り 組む事ができます。

②現在の業務内容

全国の養鶏場の収益性改善に向け、飼料・ 飼養管理技術に関す

る研究開発や、農場における改善箇所の調査等が主な業務になり

ます。 また、各種学会やセミ ナーに参加し て情報収集を行い、当研

究室の成果と 合わせて共有し て、全国の養鶏場・く みあい飼料各社

のサポート を行っています。

③今後の課題と 方向性

鶏の育種改良は、海外を中心に非常に大規模に行われており 、

鶏自体の性能は年々改良されています。

そのため、鶏の生産能力を十分に発揮さ

せる飼料の開発は、こ れからも 続く 重要

なテーマです。 また潜在的な消費者ニ

ーズの探索を行い、鶏卵鶏肉の市場価

値を高めていく 必要性が、今後は更に高

まっていく と 考えています。

④仕事の上で特に心掛けていること

開発し た技術や知見を現場に提供する場合、どのよう な使われ

方をし ているのか、現場で使われているイメージを持つよう 心がけ

ています。 また、技術関連の問い合わせや農場でのト ラブルの際、

最初に受け取る情報は、問題が起きている状況の一部だけである

事が多いため、周辺の情報も聴き取りながら対応するよう にし てい

ます。

⑤こ の仕事に就いてよかったと 思える時

準備に時間をかけた試験で、想定し ていたデータが取れた時や、

じっく り データを眺めるなかで、新し い課題を見つけた時です。

写真1 写真2



主な機器・ 施設について

豚舎 ：  5 棟（ 繁殖豚舎 ： ２ 棟、肥育豚舎 ： 3 棟）

家畜飼養頭数 ：

8 8 0 頭（ 繁殖母豚 ：  8 0 頭、肥育豚 ：  8 0 0 頭）

ハイコープ豚用の

配合飼料の開発
養豚研究室

研究の概要

養豚研究室では、養豚農家の生産性向上に貢献す

るこ と を目的と し 研究開発を行っ ています。 主な研

究内容と し ては、全農グループが開発し 多産系に育

種改良さ れたハイ コ ープ種豚の繁殖能力を最大限に

引き 出すための配合飼料や飼養管理技術の研究、畜

産環境保全につながる配合飼料の研究、特長のある

豚肉生産技術に関する研究、ICT 技術を 活用し た労

働生産性の改善に向けた研究、などに取り 組んでい

ます。 当研究所では、自ら 母豚を飼養し 子豚生産か

ら 肥育までの一貫し た飼養管理を行う と と も に、所

内に保有すると 畜場にて豚の枝肉や肉質の評価を実

施する事が可能など、幅広い研究を行う 事ができ る

事が強みです。

J A 全農畜産生産部　 飼料畜産中央研究所　 養豚研究室
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研究員の紹介　 赤坂 大輔（ あかさ か　 だいすけ）

こ れまでの成果について

①研究室の特徴、強み

当研究室では、高い衛生状態を

保っ た 養 豚 場を 運 営し て おり 、

様々な飼料を 給与し 、同じ 条件下

で 1 頭1 頭のデータを 検証する精

密な 試験を 実施する 事ができ ま

す。 生まれての哺乳子豚から 出荷

する肥育豚まで全ての豚を自農場

で生産する事ができます。 更には

研究所内にはと 場も あり ます。 養

豚生産の全てに関わる試験を実施できる国内でも 貴重な研究施

設と自負し ております。

②現在の業務内容

Ｊ Ａ グループ が開発・ 供給し ているハイコ ープ 豚の能力を 最大

限に引き 出す飼料と 飼養管理技術の開発と 、更には畜産物（ 豚

肉）の品質に関する調査・ 研究です。

③今後の課題と 方向性

系統生産者の経営に貢献できる飼料開発と 労働力不足に対応

できる飼養管理技術の提供です。 今の養豚情勢は、重大疾病の

リ スクと 生産資材の高騰により 非常に厳し いも のになっておりま

す。 地域別く みあい飼料会社や経済連と 一緒になり 、生産者に貢

献できるよう な研究成果を実施し 、分かり やすく 発信し ていきた

いと 思います。

④若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事

養豚農場での豚を用いた試験環境を維持するためには、チー

ムワーク が大切です。 どの業務も 研究室の運営に非常に大事で

すので、小さ い事でも 成し 遂げて、若手の研究員に自信を持って

もらう 事を大切にし ております。 また、試験内容や課題解決の打

合せの時間を多く とり 、職員の上司と 部下の考え方や意見の違い

をなく す事も大切と 伝えております。

⑤仕事の上で特に心掛けている事

研究員が研究業務に集中できるよう に、業務の優先順位と 役割

は研究室で話し 合いながら 決めていきます。 研究業務は、情報収

集や技術習得、他部署と の協議、データ 検証など幅広い内容があ

りますので、時間の確保を第一に心掛けています。

⑥こ の仕事に就いてよかったと 思える時

生産者の方に、感謝の言葉をお伝えいただく 事が何よりう れし

いです。

< 特許関連>

● ブ タ の椎骨数遺伝子診断キ ッ ト（ 特願2 0 1 0 -

0 6 5 4 5 3 ）

● 家畜用人工乳の製造方法（ 特願2 0 0 8 -3 1 9 1 9 0 ）

● 動物体の体重推定装置及び体重推定方法（ 特願

2 0 1 8 -1 0 8 4 2 9）

● 下痢抑制又は増体促進のための家畜用飼料（ 特願

2 0 2 0 -0 1 9 9 7 4）

● 糞量及び窒素排せつ量を低減するための豚用飼料

（ 特願2 0 2 0 -0 7 5 5 3 3）

< 学会発表・ 論文投稿>

● 繁殖雌豚における深部膣内電気抵抗値と 発情及び

繁殖成績と の関連性（ 2 0 1 0 、日本畜産学会第

1 1 2 回大会）

● 3 元交雑肉豚における椎骨数及び椎骨数遺伝子型

と 枝肉・ 肉質形質と の関連性の解析（ 2 0 1 1 、農業

施設学会）

● 繁殖母豚における深部膣内電気抵抗値（ VER 値）を

指標と し た交配方法の検討（ 2 0 1 2 、日本養豚学会）

● 肥育豚へのアミ ノ 酸添加低たん白質飼料の給与が

窒素排せつ量及び発育成績に及ぼす影響（ 2 0 1 9 、

日本養豚学会）



主な機器・ 施設について

牛舎 ：  1 1 棟（ 哺育牛舎 ： 4 棟、コンポスト バーン乳牛舎＋パーラ

ー、搾乳ロボット 牛舎、肥育牛舎、育成牛舎 ： 2 棟、繁殖牛舎 ： 2 棟）

家畜飼養頭数 ：  6 4 5 頭（ 黒毛和種肥育牛 ： 5 5 頭、黒毛和種哺育

育成牛 ： 3 0 頭、繁殖和牛 ： 4 0 頭、交雑種肥育牛 ：  3 0 頭、乳用

種肥育牛 ：  6 5 頭、搾乳経産牛 ：  2 0 0 頭、搾乳後継牛 ：  2 2 5 頭）

敷地の広さ  ：  1 2 3 ,0 0 0 ㎡

< 特許関連>

● 小麦わら 成形飼料およびこ れを用いた家畜の飼育方法（ 特許

6 8 3 9 3 9 2 ）

● 子牛の飼育方法およびそのための飼料（ 特許 6 8 7 1 5 5 4 ）

● 子牛の飼育方法（ 中鎖脂肪酸）（ 特願2 0 1 9 -1 4 4 4 3 5 ）

● 牛の肉質の改善方法（ 特願2 0 2 0 -1 8 4 3 2 1 ）

● 牛の肉質の軟化方法（ 特願2 0 2 1 -0 3 3 7 4 8 ）

生産性向上に貢献できる養牛用飼料及び

飼養管理技術に関する研究開発

笠間乳肉牛研究室・ 訓子府分場

研究の概要

笠間乳肉牛研究室及び訓
く ん

子
ねっ

府
ぷ

分場では、生産現場

で課題と なっ ている事象を解決し 、畜産農家の生産

性・ 所得向上に貢献でき る養牛用飼料及び飼養管理

技術に関する研究開発を行っ ています。

主な研究内容と し て、哺乳子牛の成長を 促進さ せ

る新規代用乳の開発、子牛のルーメ ンの発達に関す

る研究、下痢予防のための腸内細菌叢に関する研究

に取り 組んでいます。

乳牛では、長時間労働・ 人手不足が課題と なっ て

いる酪農家のために、ICT 機器を 活用し た省力化技

術の開発、搾乳ロボッ ト 専用飼料の開発や最適な飼

養管理技術の確立、更に遺伝的改良による生産性向

上に関する研究等も 行っ ています。

また、肉牛では、枝肉重量向上や肉質、特にやわら

かさ の改善に関する 研究及び肥育素牛の輸送スト

レ ス軽減に関する研究を 、繁殖牛では、泌乳能力の

向上や繁殖成績向上のための飼料の開発や飼養管

理技術の確立等さ まざまな視点から 研究を 行っ て

います。

J A 全農畜産生産部　 飼料畜産中央研究所　 笠間乳肉牛研究室
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研究員の紹介　 藤條 亮宏（ ふじ えだ　 あきひろ）

こ れまでの成果について

①研究室の特徴、強み

　 飼養頭数が圧倒的に多く 、また哺育から 育成全てのステージで

試験を実施する事ができ試験農場とし て恵まれた環境であること 。

農場が目と 鼻の先にあるため、疑問に感じ た事、やってみようと 思

った事をすぐに現場レベルで対応できる事です。

②現在の業務内容

　 牛の飼養管理や栄養学的側面から、哺育、乳牛、肉牛の生産性

改善や、機能性飼料の開発を行っています。

③今後の課題と 方向性

　 生産者やその他畜産現場で課題となっているのは、後継者不足

と いった人手不足です。 これらの課題を解決するために当室では

ICT 機器を活用し た省力化技術の確立や試験等を行っています。

得られた知見やデータを生産者さ んや各く みあい飼料等の生産現

場にいち早く 提供できるよう 日々努めています。

④ 若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事

　「 課題は現場に落ちている」 と いう 上司の言葉をもとに、より 現

場目線で問題を確認できる

よう に、牛を 観察する時間

を 多く とり 現場作業に対し

て積極的に取り 組む事にし

ています。 また、農場や試

験における問題は、１ 人で

抱え込まず全員に共有し 、

全員で課題解決に向けて努

めるよう にし ています。

⑤ 仕事の上で特に心掛けている事

　 分からない事は曖昧にせずに、自分で調べる、試す、人に聞く 事

を心がけています。

⑥ こ の仕事に就いてよかったと 思える時

　  研究所ではありますが、生産現場さながらのフィ ールド であるた

め現場でし か得られない経験ができる事。 まだまだ微力ではあり

ますが、生産者の皆様の力となれる業務に就いた事です。

< 主な商品開発>

● 米国ウイリ アム ・  マイナー農業研究所と の共同研究において

粗飼料の有効センイ割合を測定できるツール「 Z-Box 」 の開発

（ 2 0 0 0 年）

● 新規代用乳の開発とし て、SPG 製法の確立（ 特許取得2 0 0 5

年）、植物性蛋白質を多配し た低コスト 代用乳「 みんなのミ ルク

R 」の開発（ 2 0 1 3 年）、高油脂含有代用乳「 ミ ルスター」の開発

（ 2 0 1 6 年）、初乳と 同等の嗜好性に高めた「 さ いしょ のミ ルク」

の改良（ 2 0 1 8 年）

● 粗飼料の別給与が不要で省力化が可能なスト ロ ーキューブを

配合し た肥育用飼料の開発（ 2 0 1 8 年）

< 論文投稿>

● 第一胃内保護コリ ン 補給が絶食および絶水を伴う 長距離輸送

し た黒毛和種去勢育成牛における増体量に及ぼす影響. 日本

畜産学会報. 9 0 . 2 3 -2 9 . 2 0 1 9

● 絶食および絶水を伴う 長距離輸送し た黒毛和種去勢育成牛に

おける第一胃内保護コリン補給の影響. 農業技術体系・ 畜産編

（ 追録第3 9 号） . 2 0 2 0

● A  R a p i d  M e t h o d  t o  M e a s u r e  S e r u m  R e t i n o l 

Co n c e n tr a tio n s  in  J a p a n e se  B la c k  Ca ttle  U s in g  

M u l t i d i m e n s i o n a l  F l u o r e s c e n c e .  J o u r n a l  o f 

Flu o re scence . 3 1 :9 1 -9 6 . 2 0 2 1

● E ffe c ts  o f  o r a l a d m in is tra tio n  o f tim o th y  h a y  a n d  

p s y l l i u m  o n  th e  g r o w th  p e r f o r m a n c e  a n d  f e c a l 

m ic rob io ta  o f p rew ea n in g  c a lv e s . J o u rn a l o f Da iry  

Sc ien ce . 1 0 4 : 1 2 4 7 2 -1 2 4 8 5 . 2 0 2 1

＜学会発表＞

● 血清および乳汁中炎症指標は潜在性および臨床型乳房炎発症

に先行し て増加する（ 2 0 1 9 、第5 7 回肉用牛研究会）

● 黒毛和種経産牛における肥育および牛房あたり 飼養頭数が枝

肉成績に及ぼす影響（ 2 0 1 9 、第2 4 回日本乳房炎研究会学術

集会）

● E ffe c ts  o f p h y s ic a lly  e ffe c tiv e  u n d ig e s te d  n e u tr a l 

d e te r g e n t f ib e r  a n d  r u m e n  fe rm e n ta b le  s ta rc h  o n  

la c ta tio n  p e rfo rma nce  a n d  to ta l tra c t d ig e stib ility  o f 

la c ta tin g  c o w s . J o u r n a l o f  D a ir y  S c ie n c e . 2 0 2 0

（ 2 0 2 0 , ADSA  Annua l Mee tin g ）

● Ev a lu a tio n  o f b ra n ch ed-cha in  a m in o  a c id  in c lu s io n  

in  m ilk  re p la c e rs on  g row th  a n d  h e a lth  o f H o lste in  

c a lv e s .  J o u r n a l  o f  D a i r y  S c ie n c e .  2 0 2 0（ 2 0 2 0 , 

ADSA  Annua l Mee ting ）

● 新生子牛の下部消化管マイクロ バイオーム発達とミ ルク 成分

の解析（ 2 0 2 0 、第1 6 3 回日本獣医学会学術集会）

● E ffe c t o f  e a r ly  r o u g h a g e  fe e d in g  o n  g ro w th  a n d  

h in dg u t en v ironmen t o f p re -w ea ned  c a lv es . （ 2 0 2 1 、

第1 2 8 回日本畜産学会大会）

● ホルスタ イン 種搾乳牛における発情前および発情日の乳成分

と 受胎性の関連（ 2 0 2 1 、第1 2 8 回日本畜産学会大会）

● 肉用子牛哺育に関する話題（ 2 0 2 1 、第8 0 回飼料懇談会）

● 搾乳ロボット での配合飼料給与量がロボット 訪問回数，飼料摂

取量および泌乳成績に及ぼす影響（ 2 0 2 1 、第1 2 9 回日本畜

産学会大会）

● 短距離輸送し た育成牛における第一胃内保護ナイアシン 補給

の影響（ 2 0 2 1 、第1 2 9 回日本畜産学会大会）

● 前泌乳期の乳房炎罹患経験の有無による乳量、乳成分なら び

に各種遊離アミ ノ 酸濃度の変化（ 2 0 2 1 、第2 6 回日本乳房炎

研究会学術集会）



主な機器・ 施設について

生産者の「 声」を形に

高性能ハイコープ種豚の開発
上士幌種豚育種研究室

研究の概要

上士幌種豚育種研究室は「 生産者の所得向上に貢

献できる高い能力を有する種豚」の開発を目指し 、現

在は高い飼料効率と 肉質を有する「 ゼンノ ー D」、繁

殖・ 哺育能力に優れる「 ゼンノ ー L」・「 ゼンノ ー W 」の

開発に取り 組んでいます。

世界一厳し いと 言われる日本の消費者に美味し い

と 思っ ていただける高品質な豚肉を海外に負けない

低コ スト で生産でき る よ う な種豚を 開発する ため

に、全農グループが保有する日本最大規模の種豚群、

検定施設から 得ら れる大量の個体データ および数万

カ 所に及ぶ莫大なゲノ ム情報を用いた最先端の育種

技術を使いながら 改良を行っ ています。

家畜は生き 物なので、計算通り に育つわけではあ

り ません。 ま し てや種豚の改良はデータ だけでな

く 、日本の飼養環境に適し た「 丈夫な肢蹄」「 飼いやす

さ 」「 体型」「 資質」と いっ たさ まざまな要素を考えな

がら 行っ ていく 必要があり ます。 そし て何より 大事

なのは「 生産者の声」を 形にする事。 種豚の改良は

「 職人技」と「 理論」の両輪が揃っ て成り 立ちます。 当

研究室では室員全員が「 マイ スタ ー」であり 、「 プロフ

ェ ッ サー」である事を目指し て日々業務に取り 組ん

でいます。

J A 全農畜産生産部　 飼料畜産中央研究所　 上士幌種豚育種研究室

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部

豚舎 ：  5 棟（ 繁殖豚舎、育成豚舎、遺伝子実験豚舎、隔離豚舎）

家畜飼養頭数 ：  9 5 0 頭（ デュロック種 3 0 0 頭、大ヨ ークシャー種

3 0 0 頭、ランドレース種3 5 0 頭）

敷地の広さ  ：  約 4 0 ha



研究員の紹介　 上川 舞（ かみかわ　 まい）

こ れまでの成果について

①研究室の特徴、強み

　 実際に豚を扱いながら 育種の研究ができ、改良の結果を自分の

目で確かめる事ができます。 また、最先端の技術を取り 入れた育

種改良を行うこと ができる

ところが強みです。

②現在の業務内容

　 主に「 ハイコ ープ 種豚

の育種改良」、「 豚の経済

形質と 関連する有用遺伝

子マーカ ーの探索」 につ

いて研究し ています。

③今後の課題と 方向性

　 育種改良には終わり が

あり ません。 日々進化す

る 育 種 改 良 手 法を 駆 使

し 、現場の生産性向上に役立つ種豚の改良を目指し て います。

生産者のニーズに合わせて、改良目標の設定を行っていく 必要が

あると 感じ ています。

④ 若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事

　 自身がまだ若手に分類さ れると 思っているのですが、現場に出

て気付いた事や研究、実験の中で発見し た事は、小さな事でも皆

で共有するよう にと 伝えています。

⑤ 仕事の上で特に心掛けている事

　 視野を広く し 、色々な事に興味を持つよう にし ています。 技術

は日々進歩し ているので、自分自身も日々アップデート できるよう

に情報収集が大事だと 思っています。

⑥ こ の仕事に就いてよかったと 思える時

　 ハイコ ープ 豚を 使っ てよかっ た、と いう 生産者の声を 耳にす

る時は自分のやっている事が現場につながっていると 実感でき

ます。

< 論文投稿>

● E ffe c ts  o f c o r re c tin g  m iss in g  d a ily  fe e d  

in ta k e  v a lu es on  th e  g ene tic  p a ra me te rs 

a nd  e stima ted  b reed in g  v a lues fo r feed ing  

tr a i ts  in  p ig s .  A n im a l  Sc ie n c e  J o u r n a l 

8 9 :1 2 -2 0 .2 0 1 8

● D e te c tio n  o f  c o p y  n u m b e r  v a r ia tio n  a t 

a lp ha -Amy la se  g enes in  d omestic  p ig s a nd 

w ild  b oa rs . Czech  J . An im . Sc i., 6 6 : 7 3 –7 7 . 

2 0 2 1

● Estima tio n  o f g e ne tic  p a ra me te r  fo r feed  

e ff ic ie n c y  a n d  d a y -to -d a y  f lu c tu a tio n  o f 

f e e d i n g  r e c o r d s  i n  t h r e e  p i g  b r e e d 

popu la tions . An ima l.,1 5 , 1 0 0 3 8 4 . 2 0 2 1

< 学会発表>

● ゼン ノ ー L の長命性の要因分析と 遺伝率の推定

（ 2 0 1 6 、日本養豚学会）

● デュ ロ ッ ク 種系統豚ゼンノ ーD0 2 の飼料利用性

形質に 関す る sin g le -ste pG W AS 解析（ 2 0 1 6 、 

日本畜産学会第1 2 1 回大会）

● 生時体重形質が離乳時までの事故率に及ぼす影響

（ 2 0 1 7 、日本養豚学会）

● パタ ーン認識受容体遺伝子多型と 豚の産肉形質の

関連（ 2 0 2 1 、日本畜産学会）

< 特許関連>

● 豚の形質関連DNA マーカー （ 特願20 1 4 -13 6 4 2 1）

● 小型化家畜ブタ  （ 特願2 0 1 6 -1 4 3 3 6 4）

● 血液キメ ラ 動物作出法（ 特願2 0 1 7 -5 2 4 8 9 2 ）



基礎情報
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所在地 :  

●研究開発室、クリ ニックセンタ ー ：  千葉県佐倉市大蛇町、●北

海道分室 ：  北海道札幌市、●北日本分室 ： 岩手県紫波郡、●東

日本分室 ： 東京都江東区、●西日本分室 ：  岡山県岡山市、●九

州分室 ：  福岡県福岡市

施設面積 :  4 .8 h a

開設時期 :  1 9 8 2 年

人 数 :  5 5 名（ 2 0 2 2 年5 月

現在）

特許数 :  3 件（ 2 0 2 2 年3 月

現在登録件数）

家畜の健康と食卓の安全を結ぶ研究所を目指し て
家畜衛生研究所

研究所の目的

組織図

家畜衛生研究所（ 以下家衛研）は、1 9 8 2 年に千葉

県佐倉市に設立さ れまし た。 それ以来、家畜疾病の

予防（ 予防衛生）と いう 手段により 、畜産農家の生産

性向上と 畜産生産物の安全性確保に取り 組んできま

し た。

主な業務と 担当部署と し て、①疾病予防のための

技術・ 商品開発（ 研究開発室）、②家畜の衛生検査（ ク

リ ニッ ク センタ ー）、③農場での生産指導（ 各ク リ ニ

ッ ク 分室）の3 つがあり ます。

研究開発室では、生産指導と 農場の衛生対策に活

用さ れる資材（ ワク チンや機能性飼料等の商品、ク リ

ニッ ク 検査に用いる検査法等）の研究開発、及びそれ

を導く ための疾病の基礎研究を行なっ ています。 こ

れまで開発し た商品の代表例と し て、子豚の呼吸器

病対策と し ての豚マイ コ プラ ズマ病ワク チン（ マイ

コ バスタ ー）、飼料添加物の認可も 取得し た生菌剤

J A-ZK 株等があり ます。

ク リ ニッ ク センタ ーと 全国５ カ 所に配置さ れたク

リ ニッ ク 分室（ 北海道分室、北日本分室、東日本分室、

西日本分室、九州分室）は家畜衛生検査を活用し た生

産指導を 行なっ ています。 こ れは、本会独自のシス

テムであるため、全農家畜衛生ク リ ニッ ク 事業（ ク リ

ニッ ク ）と 呼んでいます。

ク リ ニッ ク は、経済連、県JA、関連飼料会社、全農県

本部等の担当部署を窓口に、ク リ ニッ ク 分室の獣医師

たちが、それぞれの担当地域の畜産農家を巡回し 、検

査結果に基づき、予防衛生を軸と し た生産指導を行な

う も のです。 検査は疾病の状況把握のために欠かせ

ないも ので、ク リ ニッ ク センタ ーにて実施し ていま

す。 その検体数は鶏豚牛を合わせて年間約2 0 万検体

にも なり 、全国一の規模と 自負し ています。

今、薬剤耐性菌対策が、人でも 家畜でも 、世界的に

重要な取り 組みと なっ ています。 治療より も 予防。

病気になっ たら 治療すると いう 観点ではなく 、その

病気になら ないよう に、抗生物質等に頼ら ない健康

な家畜生産ができ るよう 、予防衛生の考え方で研究

開発、検査、生産指導を果たし ていきます。
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JA 全農畜産生産部　 家畜衛生研究所

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部



第５ 研究棟

図書館・ 食堂
研究本館棟

研究開発棟

㈱科学飼料研究所

第2 研究棟

第3 研究棟

第 9 研究棟

第1 0 研究棟

第 7 研究棟

第6 研究棟

第8 研究棟

第4 研究棟

ク
リ
ニ
ッ
ク
棟

管
理
棟

家畜衛生研究所

研究概要

１ ． 家畜衛生クリニック事業

（ １ ）農場での生産指導

（ ２ ）家畜の衛生検査

２ ．「 予防衛生」資材の開発

（ １ ）ワクチン

（ ２ ）機能性飼料

（ ３ ）新たな検査法

第２ 研究棟 ：  家畜・ 小動物用感染実験施設

第３ 研究棟 ：  帝王切開による試験用家畜作出施設

第４ 、1 0 研究棟 ：  家畜用非感染実験施設

第５ 、７ 、８ 、９ 研究棟 ：  家畜用感染実験施設

第６ 研究棟 ：  家畜・ 小動物用感染・ 非感染実験施設



家畜の健康と食卓の安全を

結ぶ研究所
家畜衛生研究所　 研究開発室

研究の概要

研究開発室では主に以下の研究開発等を行っ てい

ます。

1 .   疾病の基礎研究による診断法の確立と 対策資材

の開発

家畜・ 家禽の生産性を 阻害する重要な疾病の原因

解明のための基礎研究を行い、その知見を生かし た

診断法を確立し 、更にその予防対策に役立つワク チ

ン等の疾病対策資材を開発し ています。

2 .  有用な飼料原料･ 機能性飼料の開発

「 安心･ 安全な畜産物」を 消費者に届けるため、畜

産物を 生産する家畜・ 家禽が健康に育つ飼料原料や

機能性飼料を開発し ています。

3 .  衛生対策技術の指導に対する支援と 重要疾病情

報の発信

系統飼料会社の推進に必要な家畜衛生関連の情報

を提供し 、専門技術に裏づけさ れた指導の支援を行

う と と も に、鳥イ ンフ ルエンザ等の重要疾病につい

ての最新情報を発信し ています。

J A 全農畜産生産部　 家畜衛生研究所　 研究開発室

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部

分析項目

動物実験施設 ：  高度衛生感染施設（ 豚）、アイソレーター飼育施設

（ 鶏）、感染用飼育施設（ 鶏、豚、牛）、小動物アイソレータ ー飼育

施設　 等

分析機器等 ：  次世代シーケンサー、フ ローサイト メータ ー、リ アル

タイムP CR 、蛍光顕微鏡、組織自動染色機　 等



①研究室の特徴、強み

　 当所では主に、家畜の病原体（ 細菌、ウイルス、寄生虫） に関す

る研究を行っています。 生産現場で問題となっている疾病の詳細

解明や対策資材開発には、感染試験が欠かせませんが、当所では

動物実験施設が充実し ており 、鶏、豚、牛、小動物（ マウスなど）の

試験が実施できます。 また、同じ 家畜衛生研究所の枠組みにクリ

ニックセンターがあり 、連携することにより 、豊富な野外サンプルを

活用し た研究に取り 組んでいます。

②現在の業務内容

　 主に豚、鶏に感染する細菌に関し て研究し ています。 とり わけ、

消化器にかかわること（ 下痢など） に注力し ており 、疾病に関する

細菌のみでなく 、次世代シーケンサーを用いた腸内細菌叢解析に

も取り 組んでいます。 内容とし ては、疾病を予防・ 軽減する対策資

材開発や検査方法の確立、腸内細菌叢評価、疫学調査を行ってい

ます。 また、疾病に関する情報収集を行い、クリ ニック分室の獣医

師や本所など関係者間で情報共有も行っています。

③今後の課題と 方向性

　 腸内細菌叢解析は非常にホット なテーマであり 、得ら れる知見

（ 飼料や疾病により 菌叢が変動する）も多いです。 一方、農場成績

向上につなげること が重要であり 、「 目指すべき菌叢」 や「 有用菌

探索」 について検討し ています。 また、対策資材開発においては、

高い有効性・コスト パフォーマンス・ スピード 感を意識し て、室員一

丸となって取り 組んでいます。

④若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事

　 ふとし た気付きや、すぐには製品

化に繋がら ない可能性のあるこ と

でも、興味があれば取り 組んでみる

よう 伝えています。 小さなこと でも

新たな発見があれば、将来大きな

武器になると 思います。 また、研究

者とし て自身を高めるためにも、学

会への参加・ 発表を 積極的に実施

することを促し ています。

⑤仕事の上で特に心掛けている事

　 研究業務に従事し ていると 、興味

深いと 思うことに多々巡り 合います。 一方、農場成績を向上させる

と いう 柱がありますので、アカデミックに寄り すぎないよう には注意

し ています。 また、畜産領域の研究は日々進歩し ています。 新た

な技術等を取り 入れ、革新的な製品や検査技術開発ができないか

を考えるよう にし ています。

⑥こ の仕事に就いてよかったと 思える時

　 自身の研究成果が、製品化あるいは飼料改良に繋がった時。 ま

た、学会発表や論文投稿など一つの形とし て、研究成果がまとまっ

た時。

研究員の紹介　 松本 弘輝 （ まつもと  ひろき）

研究の実績

主な開発商品一覧

項目／畜種 ワクチン 機能性飼料 診断薬

鶏　 用

オイルバスタ ーEDS
オイルバスタ ーMG
オイルバスタ ーSE
IB 生「 科飼研」 JP III

FB Iシリ ーズ
CE テクト
生菌剤JA-ZK

−

豚　 用
マイコ バスタ ー
マイコ バスターAR プラス
グレーサーバスター　 　

コリテクト
強健シリ ーズ
生菌剤JA-ZK

AD ラテックス
SEP-CF 抗原
Bb 凝集抗原

牛　 用
大腸菌ワク チン「 イ
モコリボブ」

− −

飼料・ 食品 − −
核さんテスト サルモネラ
核さ んテスト 黄色ぶどう 球菌

＜学会発表＞

●  F1 8 線 毛 遺 伝 子 に 着 目し た 豚 由 来 大 腸 菌 の 疫 学 調 査

（ 2 0 2 1 、1 6 4 回 日本獣医学会学術集会）

●  Ma nnhe im ia  ha emo ly tic a  comp le x のmu ltip le x  PCR 法

による同定法の検討（ 2 0 2 1 、1 6 4 回 日本獣医学会学術集会）

●  鶏伝染性気管支炎ウイルス QX 型の国内複数地域での浸潤

状況調査（ 2 0 2 1 、1 6 4 回 日本獣医学会学術集会）

●  BoLA-DRB3 遺伝子が牛伝染性リンパ腫ウイルス感染牛の乳汁

に与える影響（ 2 0 2 1 、日本動物遺伝育種学会第2 2 回年次大会）

●  抗P ED ウイルス鶏卵抗体の実験感染系での評価（ 2 0 2 1 、日

本家畜衛生学会第9 4 回大会）

●  鶏 伝 染 性 気 管 支 炎ウ イ ルス S2 領 域 の 遺 伝 子 型 別 調 査

（ 2 0 2 2 、令和3 年度千葉県獣医師会獣医学術年次大会）

●  新し い鶏伝染性気管支炎ウイルス生ワクチン千葉株（ J P-Ⅲ型）

の開発（ 2 0 2 2 、令和 3 年度千葉県獣医師会獣医学術年次大会）

＜論文投稿＞

●  鶏の眼瞼部皮下における脂質沈着を伴う 肉芽腫」 臨床獣医、

2 0 1 9 年1 2 月号　 P 1 7

●  Im p rov em en t o f th e  En te ro tox ig en ic  Esc he r ic h ia  co li 

In f e c t i o n  M o d e l  f o r  P o s t-w e a n i n g  D i a r r h e a  b y  

Co n tr o l l in g  fo r  B a c te r ia l A d h e s io n , P ig  B re e d ,  a n d  

Muc4  Genoty pe . Ve te r in a ry  sc ie nces 7（ 3 ） , 1 0 6 , 2 0 2 0

●  E f f e c ts  o f  o r g a n ic  a c id ,  E n te r o c o c c u s  f a e c a l is  

stra in  EC-1 2  a n d  su g a r c a ne  e x tra c t in  fe ed  a g a in st 

e n te ro to x ig e n ic  E sc h e r ic h ia  c o li-in d u c e d  d ia r rh e a  

in  p ig s . AMB Ex p r  1 1 :6 8 , 2 0 2 1

●  豚流行性下痢（ PED） 発生農場における鶏卵抗体含有混合飼

料の P ED に対する症状軽減効果、日本豚病研究会報7 9 号　

P4 0 , 2 0 2 2

●  豚の大腸菌による離乳後下痢対策飼料の開発、ALL a bou t 

SW IN E6 0 号　 P 1 7 , 2 0 2 2

●  B o LA -D R B 3  p o ly m o rp h ism  c o n tro ls  p ro v ir a l lo a d  

a n d  in fe c tiv ity  o f  b o v in e  le u k e m ia  v ir u s  (B LV ) in  

m ilk . P a th og ens . 2 0 2 2  5 ;1 1 (2 ):2 1 0 . 2 0 2 2



農場・家畜の衛生検査・指導により

安定し た畜産経営に貢献
家畜衛生研究所　 クリニックセンタ ー

研究の概要

家畜衛生研究所のク リ ニッ ク 事業では、畜産農場

での衛生指導を 担う 全国５ カ 所のク リ ニッ ク 分室

と 、全国各地の農場等で採取し た検査材料を検査す

るク リ ニッ ク センタ ーと が連携し て業務を担当し て

います。

ク リ ニッ ク セン タ ーは、全国から の検査材料を 迅

速・ 正確に検査するこ と を モッ ト ーに全農職員と 検

査スタ ッ フ の総勢約４ ０ 名で運営し ています。 検査

は鶏、豚、牛の各畜種でさ まざまな検査項目を 設定

し 、血清検査、細菌検査等に加え て、遺伝子検査、

DN A チッ プ検査等の迅速な検査手法の導入も 積極

的に行っ ています。 全国で約1 ,5 0 0 戸の畜産農場

でご利用いただき、検査項目数は延べ4 0 0 項目、検

査数は年間約2 0 万検体と なっ ています。  

また、検査精度の維持と 向上のため、国際的な外部

認定規格で ある ISO/IEC 1 7 0 2 5 :2 0 1 7 を 2 0 2 1

年4 月に取得し まし た。 その他、検査の効率化のた

めサルモネラ 検査を担う 検査ロボッ ト の導入や、検

査精度の改善のため各種検査方法の改良、さ ら には

新規検査の開発・ 導入に取り 組んでいます。

J A 全農畜産生産部　 家畜衛生研究所クリニックセンター

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部

分析項目

鶏 ：  血清抗体検査（ N D　 H I、IBD ELISA 等）、細菌検査（ サルモ

ネラ 分離、大腸菌分離、薬剤感受性等）、遺伝子検査（ IB　 PCR、

IB 遺伝子シークエンス等

豚 ： 血清抗体検査（ PRRS　 ELISA、MPS　 ELISA 等）、細菌検査

（ ボルデテラ 分離、パスツレラ 分離、薬剤感受性等）、遺伝子検査

（ PRRS　 リアルタイムPCR、PCV2 リアルタイム PCR 等）　

牛 ：  血清抗体検査（ BLV ELISA、M.bov is ELISA 等）、細菌検査（ マ

ンヘミ ア分離、M.bov is 分離、薬剤感受性等）、遺伝子検査（ BLV リ

アルタイムPCR、BVDリアルタイム PCR、BRDC DN A チップ等）

*

*鶏卵・飼料のサルモネラ属菌試験(PJLA、認定番号112050)＊鶏卵の培養法によるサルモネラ属菌試験（PJLA、認定番号112050）



研究員の紹介　 松根 希恵（ まつね　 きえ）

分析について

①研究室の特徴、強み

　 日々、全国から 送付さ れる多く の検査材料を取り 扱っている点

が特徴です。 それらに対応できるよう 、多検体処理可能な機器や

検査ロボット などを導入し ています。

②現在の業務内容

　 検査スタッフ が実施し た各

畜種の細菌検査（ 分離検査、

薬剤感受性試験） について、

結果の最終確認を 行っ て い

ます。

③今後の課題と 方向性

　 疾病問題に直面し て いる

農家から の検査では特に迅

速性が求められますが、検査

項目によっては検査日数のか

かるものもあります。 検査材料到着から 検査着手、または結果判

明から 報告書作成の時間ができるだけ短く できるよう 工夫し 、随

時検査フローの見直しも行っていきます。

④ 若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事

　 検査の基と なる検査材料の扱いや個々の作業を、丁寧に実施

するよう 伝えています。

⑤ 仕事の上で特に心掛けている事

　 正確な検査結果を返す、と いう 事を常に意識し ています。

⑥ こ の仕事に就いてよかったと 思える時

　 検査が役に立ったう え、検査し てよかった、などの声をいただく

と 嬉し いです。

⑦分析結果のフィ ード バック 、衛生指導面で特に心掛けている事

　 衛生指導をするう えでは、検査結果はあく まで１ つのツールだ

と 思います。 １ 回の結果のみでなく 過去の結果と の比較や、現在

の農場飼養状況など総合的に判断するよう 注意し ています。

① 生産農場よ り 、最寄り の「 Ｊ Ａ・ 県経済

連・ 全農県本部の担当窓口」「 系統飼料

会社の営業担当窓口」 へお問い合わせ

② 担当窓口経由で全農ク リ ニッ ク 分室へ

検査の依頼

③ 全農ク リ ニッ ク 分室の獣医が農場を訪

問し て採材を実施

④ 家畜衛生研究所ク リ ニッ ク センタ ーで

検査を実施

⑤ 検査結果は、全農のク リ ニッ ク 分室・ 地

域の担当窓口を経由し て生産農場へ報

告し 、検査結果に基づき 必要な衛生指

導を実施

生産農場

全
農
ク
リ
ニ
ッ
ク

全農家畜衛生研究所クリ ニックセンタ ー

クリ ニック北海道分室

クリニック 西日本分室 クリ ニック九州分室

クリ ニック北日本分室 クリ ニック東日本分室

J A・ 県連・ 全農県本部

く みあい飼料㈱各支店・ 営業所

検査申込 採材

検査申込

報告・ 指導

報告・ 指導

クリ ニック検査の流れ（ イメ ージ）



疾病予防につながる衛生指導で

現場に貢献
家畜衛生研究所  クリニック 各分室

研究の概要

家畜衛生研究所では、家畜疾病の予防による生産性

向上と 安全な畜産物の供給のため、農場での生産指

導を行う 部署（ 各ク リ ニッ ク 分室）を全国５ カ所に配

置し 、約2 0 名の獣医師が対応にあたっ ています。

各ク リ ニッ ク 分室の目的は、疾病対策を 通し て畜

産農場の経営の維持発展を サポート する 事で す。

畜産経営の安定や生産性向上、安全な畜産物の供給

には、日頃から 疾病の予防・ コ ン ト ロ ールがかかせ

ません。

ク リ ニッ ク 分室の獣医師は畜産農場を 訪問し、生

産者から 管理状況をお聞き し たり 、実際に家畜の飼

養状況を 見て、農場の状態を 把握し ます。 必要に応

じ て検査を実施し 、その結果を活用し て農場へ改善

案を ご提案し ます。 農場の生産性向上のため、J A

グループの関係者と 連携し て取り 組んでいます。

また、家畜衛生への関心を 高める 講習会などの啓

蒙活動も 、分室獣医師の重要な仕事です。 生産者、

J A グループ関係者等を 対象に、衛生に関する 勉強

会を 開催し ています。 勉強会では、最新の疾病情報

やその対策に関し て分かり やすく 解説し 、日常から

の防疫意識向上を図っ ています。

J A 全農畜産生産部　 家畜衛生研究所　 クリニック 各分室

クリ ニック北海道分室

クリ ニック北日本分室

クリ ニック東日本分室

クリ ニック西日本分室

クリ ニック九州分室

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部

各分室の体制

クリ ニック北海道分室

（ 札幌市中央区）

クリニック東日本分室

（ 東京都江東区）

家畜衛生研究所

クリニックセンタ ー

（ 千葉県佐倉市）

クリ ニック北日本分室

（ 岩手県矢巾町）

クリ ニック西日本分室

（ 岡山県岡山市）

クリニック九州分室

（ 福岡県福岡市）



獣医師の紹介　 クリ ニック センタ ー西日本分室　 福田 啓志 （ ふく だ ひろし ）

主な業務内容

農家への採材について

①クリ ニック分室の強み

　 クリ ニックセンターと 畜産現場の間に立ち、現場には豊富な検査

データに基づく 疾病の発生状況や最新知見の情報発信、研究所内

では衛生指導の経験を共有し 、他の現場でも応用できる事です。

②現在の業務内容

　 日々畜産農家を訪問し 、家畜が病気にならないよう 感染症予防

のた め の衛 生 検 査と 対

策、家畜にスト レスがかか

ら ないよう な飼養管理方

法を生産者と 共に考え、提

案し ています。

③方向性～畜産情勢の変

化に柔軟に対応～

　 鶏や豚の業界ではもち

ろ んで すが、牛の業界に

おいても 大規模集約化が

広まっており 、また薬剤耐

性菌対策の観点からも、病気にならない管理をする「 予防衛生」 の

考えが浸透し てきまし た。 クリ ニック 分室では3 0 年以上前から予

防衛生の観点からの対応に鶏や豚で取り 組んでおり 、その豊富な

経験を活かし て、養牛農家さんにも予防の重要性を啓蒙し 、生産者

のご要望に合ったサービスを提供し ていきます。

④仕事の上で特に心掛けている事

　 農場はそれぞれ施設・ 気候などが違い、常在し ている病気も異な

ります。 基本的な飼養管理に失宜がある場合もあります。 そのた

め、農場全体を見た上で何が一番問題になっているのかを常に考

え、現場で取り 組みができる形で解決策を提案できるよう 、創意工

夫を心掛けています。

⑤こ の仕事に就いてよかったと 思える時

　 対応し ている農家さんの死亡畜被害が減った時です。 収益への

悪影響はもちろんですが、死亡畜の処理は精神的にもと てもつら

い仕事です。 また、治療のために毎日家畜を捕まえること は肉体

的にも重労働です。 提案が奏功し 、それらの苦労から 解放さ れた

農家さんの喜ぶ顔を見る事が一番の喜びです。

● 農家訪問 ：  分室の獣医師は、畜産農場などに訪問し 、病気の状

態や生産成績・ 衛生管理の状況などを把握し 、必要に応じ て検

査を行います。 検査は血液・ 糞便・ 臓器・ 鼻汁スワブ等を用い、

クリ ニックセンタ ーにて実施します。 時には、食肉関連施設に

訪問し 、と 畜後の臓器を観察し 衛生状態を確認する事もありま

す。

　  　 検査結果は、農場の状況や過去の検査結果を照らし 合わせ

て解釈し 、報告書を作成します。 そし て、農場の方々にご報告

するとともに、疾病の軽減や更なる生産性向上に向けて対策を

提案いたします。

● 衛生対策の提案 ：  疾病対策において大きな威力を発揮するの

が、クリ ニックセンタ ーで実施する検査の結果です。 病気の家畜

を治療するためだけでなく 、健やかに育つ家畜を生産するため、あ

るいは畜産物が清潔に流通するための指導や提案には、科学的な

根拠が必要と なります。 関係者一丸と なり 検査結果を活用し なが

ら、それぞれの農場に合わせた衛生対策の提案を行っています。

● J A グループの連携 ：  実際の農場での対策は、飼養管理の改

善や地域ぐるみの取り 組みと なる事もあり 、具体的できめ細や

かな対策を行う ために、JA グループの担当者と 連携し て対応

します。

採材の方法と 頻度

　 農場の疾病状況を確認するためには、各飼育ステージで血液、糞

便、鼻汁スワブを採材します。 また、必要に応じ て死亡し た家畜の

解剖や臓器の採材を行います。 その他には農場や施設の清潔度

を確認するために、床や器材の拭き取り 採材をする事もあります。

　 定期診断とし て、年に１～2 回程度行う 事が多いです。 それに

加えて、農場の状態を確認するために巡回を行ったり 、病気の発

生時には追加で検査を行ったりします。

採材時に気を付けている事

　 採材時には農場の状態を確認し ながら 行う よう にし ています。

そう する事で、検査結果が出た時にも 結果だけでなく 、採材時の

農場の状態と 照らし 合わせて考える事で、より 適切な改善案を提

案する事ができるよう になります。 また、採材時には怪我のリ ス

クもともないますので、人も動物も無事に採材を終えられるよう に

気を付けています。



基礎情報

●本場

　 所在地／北海道河東郡上士幌町

　 施設面積／ 2 4 ,7 3 9 ㎡

　 開設時期／ 1 9 9 9 年

　 飼養頭数／供卵牛（ 全農所有牛、預かり 牛含む）　 約5 0 0 頭

受卵牛（ 乳用雌牛、交雑雌牛）　 　 　 約1 ,2 0 0 頭

　 職員数／3 2 名

　 特許数／1 0 件（ 2 0 2 0 年4 月１日現在登録数）

●各分場（ 職員数）

　 北日本分場（ 2 名）／岩手県滝沢市

　 東日本分場（ 4 名）

　 　 ／茨城県笠間市

　 九州分場（ 6 名）

　 　 ／福岡県福岡市

畜産・ 酪農の未来を開くＥＴ（ 受精卵移植）技術
E T 研究所

研究所の目的

組織図

Ｅ Ｔ 研究所は、1 9 8 7 年、Ｅ Ｔ（ Emb ry o Tra nsfe r

＝受精卵移植）技術を活用し て、国内における優良な

和牛素牛・ 和牛繁殖牛・ 乳牛後継牛の増産・ 改良に寄

与し 、また、素牛生産の低コ スト 化を目的と し て、飼

料畜産中央研究所（ 茨城県つく ば市）において、受精

卵移植研究室を 立ち 上げ研究を スタ ート さ せまし

た。 その後、9 9 年、本格的に受精卵製造を行う ため

北海道河東郡上士幌町のナイ タ イ 高原牧場内にＥ Ｔ

センタ ー（ 本場）を建設し 、2 0 1 2 年、Ｅ Ｔ 研究所に名

称を変更いたし まし た。

Ｅ Ｔ 研究所（ 本場）では、受胎率の高い受精卵凍結

技術や体内受精卵の効率的採卵技術、繁殖技術など

の研究・ 開発を行なう 研究開発室、受精卵の製造など

を行なう 生産課、また、1 6 年には、牛繁殖技術の学び

の場と し て、主に酪農・ 畜産後継者を対象にプロの繁

殖技術者（ 人工授精師・ 受精卵移殖師）の養成を行う

繁殖技術研修制度の取り 組みを開始いたし まし た。

また、地域の畜産農家、Ｊ Ａ 、県域と 連携し 、Ｅ Ｔ 技

術を 活用し て都府県の養牛生産基盤の維持・ 拡大を

支援するため、0 7 年茨城県笠間市に東日本分場、0 9

年岩手県滝沢市に北日本分場、1 1 年福岡畜産生産

事業所にＥ Ｔ 専門担当者の設置を 行いま し た（ 1 8

年、福岡畜産生産事業所から Ｅ Ｔ 研究所九州分場へ

機構変更）。
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地域における受精卵移植事業の仕組み

E T 研の生産供給事業の概要

ＥＴ 技術を用いた優良な和牛素牛・ 和牛繁殖牛・ 乳牛後継牛の増産

和牛繁殖牛は１ 年間で１ 頭の子牛を生産します。 ＥＴ 技術を用いれば、年間約2 1 頭の子牛を生産する事

が可能です。 特に能力の高い繁殖牛から採卵する事で、高い能力を持つ子牛の生産が期待できます。 また、

乳牛を活用し て和牛子牛を生産する事も可能です。

ＥＴ 研究所の受精卵は体内受精卵である事から、母牛とし て血統登録が可能であり 、また、その受精卵の受

胎率は6 3 ％と 全国平均4 6 ％（ 2 5 年度農水省）に比べて高い受胎率となっています。

ＥＴ 研究所の受精卵事業

ＥＴ 受精卵

による

出産体系

一般的な

出産体系

最大2 1 倍の
生産効率※

１ 頭の和牛雌から乳牛の子宮を借り て

多く の和牛子牛の誕生が可能

受精卵を
提供し てく れる牛

※　 　 　 　 　 　 　 ×　 　 　 　 　 　 　 　 ×　 　 　 　 　 ＝2 1 頭／年５ 回／年
（ １ 頭あたり の
年間採卵回数）

７ 個／回
（ １ 回の採卵で

採れる受精卵個数）

6 0 ％
（ 受胎率）

人工授精

人工授精

体内から
受精卵を取り 出す

乳牛の子宮を
借り て移植

乳牛から
黒毛和牛が生まれる

ＥＴ 研究所

優良血統の雌牛に優良種雄牛の

凍結精液を人工授精。 良質な受精

卵を選抜し 、全農ダイレクト 法で凍

結し 、全国のＪＡ等に配送します

県連等・Ｊ Ａ

酪農家・ 繁殖農家・ 肥育農家を組織

化し 、技術指導します

酪農家等

受卵牛に移植し 、分娩させます。 Ｅ

Ｔ 子牛は繁殖農家・ 肥育農家へ供

給します

繁殖農家

ＥＴ 子牛を哺育・ 育成し 、素牛とし て

肥育農家へ供給します

E
T

妊
娠

牛

ET 牛供給

E T 牛供給

E
T
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供
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術
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精
　

卵

肥育農家

ＥＴ 素牛を肥育します

地域における

受精卵移植事業の仕組み



JA 全農畜産生産部　 ET 研究所　 研究開発室

繁殖現場に即し、現場に生きる

最先端のＥＴ 技術の研究開発

E T 研究所　 研究開発室

研究の概要

研究開発室では、主に「 体内受精卵製造の低コ ス

ト 化」「 受精卵の受胎率向上」「 ゲノ ム育種価の精度

の向上」などに関する 研究・ 開発に取り 組んでいま

す。

「 体内受精卵製造の低コ スト 化」では、過剰排卵処

理技術の改善や供卵牛の体調を 整える 栄養補助飼

料などの研究・ 開発を行っ ています。

「 受精卵の受胎率向上」では、母牛の妊娠メ カ ニズ

ムなどの受胎率向上に関する基礎研究だけでなく 、

全農ダイ レク ト 凍結法の確立や、新し い移植器の利

用法などの応用研究も 行っ ています。

「 ゲノ ム育種価の精度の向上」では、多数の遺伝子

情報を 解析でき る マイ ク ロ アレ イ スキャ ナーを 用

いて、精度の高いゲノ ミ ッ ク 診断技術の確立や、ゲ

ノ ム育種価によるエリ ート 牛群の作出、和牛形質に

有用な遺伝子の機能解明に関する 研究などを 行っ

ています。

主な分析機器：

マイクロアレイスキャナー、次世代シーケンサー、蛍光顕微鏡、

リアルタイムPCR　 等

主な機器について

全農ダイレクト 凍結法の特徴

●融解から 移植までの作業が凍結精液並みに簡単で特別

な技術・ 機器を 必要と せず、融解から 移植まで 1 0 分以

内で行う 事が可能

●高受胎率

マイクロアレイスキャナー

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部



研究員の紹介　 塚原隼人（ つかはら　 はやと ）

こ れまでの成果について

①研究室の特徴、強み

　 自前の供卵牛、受卵牛から 受胎に関するデー

タを得られること 。

②現在の業務内容

　 主に体外受精胚の保存方法に関する研究を

行っています。

②現在の業務内容

　 受精卵段階でのゲノミック 評価を利用し た早

期胚選抜による高効率な高育種価牛の作出。

④若手の研究員、メンバーに常日頃伝えている事

　 自分もまだまだ若手ですが、常に好奇心をも

って物事を見つめること が大事だと 思ってい

ます。

⑤仕事の上で特に心掛けている事

　 E T 研究所、ひいて は牛の繁殖において 解

決すべき 課題にどう つながるかを 意識し て

います。

⑥こ の仕事に就いてよかったと 思える時

　 自分の作出し た受精卵を 実際に現場で 利用

し てもらった時。

1 9 9 0 年：  牛の核移植による産子誕生

1 9 9 3 年：  性判別し た受精卵移植による産子誕生

1 9 9 4 年：  全農ダイ レク ト 凍結法確立

2 0 0 2 年：  体細胞ク ローン胚の分娩率9 0 % に成功

2 0 0 5 年：  特定遺伝子ノ ッ ク アウト 産子作出に成功

2 0 0 7 年：   （ 国内初）特定遺伝子ノ ッ ク アウト によ

る産子4 頭の作出に成功

2 0 0 8 年：   過剰排卵処置によ る 採卵性に関与する

特定遺伝子の発見

2 0 0 9 年：  新ET システムの開始

2 0 1 0 年：  チルド 胚の供給開始

2 0 1 2 年：  和牛チルド 精液の供給開始

2 0 1 3 年：   受精卵移植器用子宮深部注入器（ Y T ガ

ン）の供給開始

2 0 1 6 年：   N AN OS3 -K O 胚を 活用し て 異な る 品

種間で生殖細胞の置換に成功

< 論文投稿>

●E s tim a tio n o f g e n e tic p a r a m e te r s f o r

s u p e r o v u l a t o r y r e s p o n s e t r a i t s i n

J a pa nese B la c k cow s.（ 2 0 2 1 ，J ou rna l o f

An ima l Sc ience）

●G e n e t i c r e l a t i o n s h i p b e t w e e n

s u p e r o v u l a to r y r e s p o n s e t r a i ts a n d

c a rc a ss tra its in J a p a ne se B la c k c a ttle .

（ 2 0 2 2 ，An ima l Sc ience J ou rna l）

< 学会発表>

●ゲノ ム情報を 利用し た 供卵牛の選抜について

（ 2 0 1 8 ，北海道牛受精卵移植研究会）

●深層学習機能を利用し た高受胎性牛体外受精卵の

自動選抜のための人工知能解析ク ラ ウド システム

の開発（ 2 0 1 8 ，北海道家畜人工授精技術研修大

会）

●人工知能解析ク ラ ウド システムの深層学習機能に

よる高受胎性牛体外受精卵の生産（ 2 0 1 8 ，日本胚

移植学会）

●黒毛和種雌牛の採卵性に関する遺伝的パラ メ ータ

推定における変数変換の利用（ 2 0 1 9 ，第2 0 回動

物遺伝育種学会）

●ホルスタ イ ン種未経産牛の採卵成績がその後の移

植率および受胎率に及ぼす関連性の調査（ 2 0 1 9 ，

北海道家畜人工授精技術研修大会）

●黒毛和種における胚と 同胚由来産子の枝肉形質ゲ

ノ ム育種価の比較（ 2 0 1 9 ，第1 2 5 回日本畜産学

会）

●黒毛和種の採卵性形質と 枝肉形質における遺伝相

関の推定（ 2 0 2 1 ，第1 2 9 回日本畜産学会）



J A 全農畜産生産部　 ET 研究所　 生産課

高品質のET 卵の製造・供給を通じ て

和牛生産基盤の向上に貢献

E T 研究所　 生産課

製造・ 取扱品目

１ 　【 場内採卵】全農所有牛による体内受精卵（ 和牛受精卵、乳牛Ｘ 受精卵※１ ）

２ 　【 農家採卵】農家所有牛による体内受精卵（ 和牛受精卵）

３ 　 預かり 受卵牛生産方式※２ によるＥ Ｔ 妊娠牛の生産

４ 　 凍結乳牛精液（ GEN EX 社製）及び和牛精液の販売

※1 　 9 0 ％の確率で雌子牛が

生まれる性判別受精卵　

※2 　 ホルス タ イ ン 種及び交

雑種未経産牛を 預かり 、

受精卵移植し て返還

生産課の概要

生産課では、北海道上士幌町の本場にて体内受精

卵の製造を 行っ ています。 牛受精卵は、牛体内で受

精を行い製造する体内受精卵と 、牛体外で受精を行

い製造する体外受精卵の大きく ２ つの製造方法によ

り 区分さ れます。

体内受精卵の製造方法は、優良な雌牛に過剰排卵

処置を行い、発情が来たのちに優良な種雄牛の凍結

精液を人工授精し ます。 人工授精から ７ 日後、その

牛の子宮を洗浄し 、洗浄液から 受精卵を採卵する事

により 、１ 頭の牛から 複数個の受精卵を得る事がで

き ます。 採卵し た受精卵は、異常卵を 除去するため

の検卵を行っ たのち 、全農ダイ レク ト 法により 凍結

処理さ れます。 また、凍結せずに新鮮なう ちに供給

さ れる新鮮卵、冷蔵保存で供給さ れるチルド 卵も あ

り ます。

ウシの採卵・ 受精卵移植

過剰排卵処置

全国の J A グループへ

受卵牛 発情 移植 出産

受精卵の選抜 検卵

発情

全農ダイレクト 法に
よる受精卵の凍結

人工授精

7 日間

7 日間 2 8 0 ±5 日間

採卵

凍
結
卵
移
植

新鮮卵移植

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部



最近の取り 組みについて

農家採卵事業

2 0 1 4 年度より 、和牛繁殖農家・ Ｊ Ａ・ 県域と 連携

し て、受精卵の増産と 繁殖農家の所得向上につなげ

るため、繁殖農家が所有する繁殖牛より 和牛受精卵

を生産する農家採卵事業を開始いたし まし た。 繁殖

農家にと っ ては子牛の生産・ 販売だけでなく 、受精卵

の販売で所得を得るこ と ができます。

こ の農家採卵事業では、Ｅ Ｔ 研究所の職員が農家

で飼育さ れている繁殖牛に過剰排卵措置を施し 受精

卵を回収し ます。 受精卵は全農が買取り 、凍結受精

卵にするだけでなく 、その地域の乳牛に新鮮な受精

卵の移植も し ています。

（ 年度）

（ 個数）

2 0 1 4 2 0 1 5 2 0 1 6 2 0 1 7 2 0 1 8 2 0 1 9 2 0 2 0
0

3 ,0 0 0

6 ,0 0 0

9 ,0 0 0

1 2 ,0 0 0

1 5 ,0 0 0

1 8 ,0 0 0

農家採卵買い上げ個数

農家採卵事業（ イ メ ージ）

E T 研究所

酪農家

E T 研職員が採卵

契約

採卵に訪問

J A

繁殖農家

受精卵を買い取り 所得に

つながる

受精卵を供給

0

5 ,0 0 0

1 0 ,0 0 0

1 5 ,0 0 0

2 0 ,0 0 0

2 5 ,0 0 0

3 0 ,0 0 0

場内採卵

農家採卵

2 0 0 9 1 0 1 1 1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0

供
給
数
量

（ 年度）

E T 卵供給実績



J A 全農畜産生産部　 ET 研究所　 北日本・ 東日本・ 九州分場

地域と連携し、

都道府県の和牛・酪農生産基盤の向上に貢献

E T 研究所　 北日本・ 東日本・ 九州分場

概要

各分場の体制

ET 研究所は北海道上士幌町にある 本場、士幌町に

ある全農繁殖義塾のほか、全国に 3 ヵ 所の分場があり

ます（ 岩手県、茨城県、福岡県）。 各分場では、畜産農家、

J A、県域の方々と 連携し て、農家採卵や新Ｅ Ｔ システ

ム（ ※）、精液推進などを 行い、Ｅ Ｔ 技術を 用いて都府県

の和牛・ 酪農生産基盤の維持・ 強化を支援し ています。

北日本分場本場

主な業務内容 ：  

場内採卵・ 移植、研究開発、

精液推進

全農繁殖義塾

主な業務内容 ：  

繁殖技術研修、農家採卵、新ET

システム、乳牛委託採卵、凍結

受精卵の発送、Y T ガンの発送

担当地域 ：  東北エリ ア（ 青森、岩手、秋

田、宮城、山形、福島）

主な業務内容 ：  農家採卵、新ET システ

ム、精液推進

東日本分場九州分場

担当地域 ：  東日本エリ ア（ 新

潟、群馬、栃木、茨城、埼玉、

山梨、東京、神奈川、千葉）

主な 業務内容 ：  農家採卵、

新ET シ ステ ム、精液推進、

ホルスタ イン輸入精液出荷

担当地域 ：  九州エリ ア（ 山

口、大分、鹿児島、熊本、佐

賀、 長崎、 福岡、 宮崎、 沖

縄）

主な業務内容 ：  農家採卵、

新 ET システム、精液推進

※ET 研究所職員が農家へ出向き、発情周期同期化から ET までを行う 一連の方式 凍結受精卵をボンベで保存

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部



最近の取り 組みについて

シンク ロ E T システム

Ｅ Ｔ 研究所では農家採卵に加えて、2 0 1 5 年より 、

地域の畜産農家、J A、県域などと 連携し て、複数の農

家所有の和牛繁殖牛を 同期化し 、集中採卵場にて

ET 研究所職員により 採卵・ 検卵を 行い、採卵当日中

に別の和牛、交雑種（ F1 ）、乳牛に移殖するシステム

を 構築し ています。 採卵当日に移殖する事から、凍

結による損傷が少なく 高い受胎率が期待でき ます。

こ の集中採卵と 同時移植の取り 組みを、「 シン ク ロ

ET システム」と 呼んでいます。

「 シ ン ク ロ ET システ ム」 を 効率的に行う ために

は、地元の獣医師やAI師、ET 師なら びに J A・ 県域の

職員の協力が不可欠です。

牛精液販売

都府県向けに、米国GEN EX 社の輸入凍結精液の

販売を 行なっ ています。 GEN EX 社の精液は、北米

では遺伝的改良(特に中型の体型、長命連産)に優れ

たブラ ンド と し て注目さ れています。

GEN EX 社では独自に開発し た「 健康性」「 繁殖性」

「 分娩能力」「 生産効率」「 搾乳性」の５ つの改良指標

（ Id ea l Comm erc ia l Cow  Ind ex ）を用いており 、

米国で主に使用さ れている TP IやLN M と 比較し 、

より 経済性・ 健康性の評価に重き を置いています。

シンク ロ E T の流れ シンクロ E T の個数実績

1 8 日前

地元獣医師・ A I 師・ 農家による処置・ 確認

和
牛
繁
殖
牛

乳
牛

発
情
同
期
化
処
置

発
情
同
期
化
処
置

過
排
卵
処
置

発
情
確
認
・
Ａ
Ｉ

発
情
確
認

黄
体
確
認

9 ～1 1 日前 7 日前 前日 当日
2 0 2 0 年度

シンクロ

E T 個数

北海道 4 4 1

北日本分場 8 5 1

東日本分場 3 9 9

中四国・ 近畿 1 0 3

九州分場 1 ,5 2 8

合計 3 ,3 2 2

採卵

検卵（ 注１ ） 凍結

新鮮E T 卵（ 注2 ）

の移植

移
動

集中採卵場

E T 研究所
職員による
作業

各牧場で移植
地元獣医師
E T 師

注１  ：   採取し た ET 卵は、検卵後、①移植

に適し たもの（ 凍結もしく は新鮮ET

卵とし て同日移植）、②移植に適さ

ないもの、に選別

注２  ：   農家採卵で 十分な個体のET 卵が

採取でき な い可能性がある ため、

凍結卵を準備



術を 身に着けていき ます。 実際に、ET 研の職員に

同行し て農家での移植作業を 補助する 機会も あり

ます。

各コ ース終了後には、農場において即戦力と なる

プロと し ての人材育成を目指し ています。

J A 全農畜産生産部　 ＥＴ 研究所 繁殖義塾研修制度

概要  

コ ース名 ：   人工授精師 （ A I 師）コ ース 

受精卵移植師（ ET 師）コ ース

研修内容 ：  

場内施設／黒毛和牛約 5 0 0 頭、乳牛未経産牛約1 ,0 0 0 頭

農家庭先ET ／ 4 ,0 0 0 頭以上　 農家庭先採卵／1 ,0 0 0 頭以上

① 実践研修／発情観察、人工授精・ 受精卵移植補助業務、牛の健

康観察、不妊牛治療の助手、採卵業務助手など／精液 ・  受精

卵の顕微鏡下での観察、農家庭先でのET や採卵業務助手な

ど／繁殖管理台帳などの管理／試験牛を用いた AIやET 実習

② 座学研修／上記に関連する基礎知識 ・  最新技術の習得に関

する研修

③ 資格取得／希望により 、人工授精師 ・  受精卵移植師などの

資格取得が可能

受精卵移植の普及に伴う

AI 師 ・ ET 師のプロ養成コース

ＥＴ 研究所 繁殖技術研修制度

設立の背景と 概要

和牛繁殖農家では後継者不足など で 生産者が減

少、素牛の生産頭数は年々減少し ています。 また、

素牛価格の高騰は肥育農家の経営を 圧迫し 、全国的

に深刻な生産基盤の縮小を招いています。

ET 研究所では、こ の状況を 改善するべく 、2 0 1 5

年よ り 、農家の和牛雌牛から 採取し た受精卵を 、別

の和牛、交雑種（ F １ ）、乳牛に移植する採卵・ 移植プ

ロ ジェ ク ト を 佐賀県を はじ め国内でスタ ート さ せ

まし た。

繁殖の普及には、家畜人工授精師（ A I師）と 家畜受

精卵移植師（ ET 師）の活躍が欠かせません。 今後、

両資格を 有する 技術者の育成が重要な課題と なり

つつある事を 受け、ET 研では同年に AI師・ ET 師を

養成するための「 繁殖義塾（ 繁殖技術研修制度）」を

スタ ート さ せまし た。

研修生は繁殖に関する広範な基礎知識を習得し つ

つ試験牛を 用いた繁殖実習、精液・ 受精卵の観察実

習などを行います。 さ ら に、と 場から 提供さ れる廃

用牛の子宮を 用いた受精卵移植部位の観察や子宮

頚管にカ テーテルを 挿入する 実習などを 通じ て技

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部



卒業生の声

繁殖義塾研修生の声　 ─ 在校生

鈴木　 悠斗（ 2 1 ） 岩手県出身／盛岡農業高等学校卒

現在の職場／全農ET 研究所

●繁殖義塾で学んだきかっ

けと 体験

　 自分は高校生の頃授業

で採卵について学習をし て

いまし た。 自分の家は、非

農家でし たが、獣医が採卵

し 検卵し て いる 姿を みて、

自分も 繁殖について学びた

いと 思う よう になり まし た。

こ の職場では、A I、E T の技

術向上にはもってこ いの職場だと 思います。

●現在の仕事内容

　 現在は、ET 研の職員とし て、本場の供卵牛チームに所属し て

います。

　 こ のチームは、供卵牛を採卵に入れて良いか否かを決める選畜

と いう 作業や、採卵が終わった牛の卵巣が正常なのかを見るフレ

ッシュ Check と いう 作業をします。

　 ほかにも 牛の見回り や授精などやること はさまざまでと ても 楽

し い職場です。

●関心のある人に繁殖義塾を薦めたい？

　 ある人はもちろん、ない人にも勧めたいです。 なぜなら 繁殖は

と ても 深く 、仕事をし ていると 面白いから です。 分からないこと

があっ たら 上司に

聞けば気が済むま

で答えてく れます。

●今後の抱負

　 今後は、ET 研の

戦力とし て、AI、ET

技術の向上はも ち

ろんのこと 、牛の知

識を増やし、農家に

信頼されるよう な人

間になりたいです。

ＥＴ 師コ ース 2 年

泉　 龍平（ 2 1 ） 宮城県出身／宮城農業大学校卒

●繁殖義塾で学ぶきっかけ

　 私の実家は非農家で す

が、祖母の家で和牛の一貫

経営をし ています。 授精師

と し て活躍する 方を 見て、

私も 授精や移植などで地域

の畜産に貢献し たいと 思い

まし た。 農業大学校で繁殖

義塾の募集を見て移植等の

技術を身に付けら れると 思

い学ぶ事を決めまし た。

●今後の夢

　 将来はET 研究所で学ん

だ事を 活かし て、地元の宮

城で地域の畜産を盛り 上げ

ていきたいです。

E T 師コ ース 2 年

吉田　 美月(1 9 ） 長野県出身／長野県上伊那農業高等学校卒

●繁殖義塾で学ぶきっかけ

　 今現在、酪農家のお仕事

全般をできるよう になるの

が目標で す。 高校生の時

に人工授精に挑戦し 、その

経験からまず最初に繁殖関

係の技術を身に付けていき

たいと 思いまし た。

●今後の夢

　 まずは、受精卵移植の資

格を 取り 、高い受胎率を 出

せる技術を身に付け、畜産

業界に貢献できるよう な人

材になり たいです。



系統畜産技術者の養成と

技術指導力を強化

畜産技術講習会

概要

畜産技術講習会体系

Ｊ Ａ 全農畜産生産部では、生産者の畜産経営のサ

ポート ができ る J A グループ職員の育成や農家後継

者の育成を目的と し 、畜産技術講習会を開催し てい

ます。

研究所の研究員や、原料購買担当者・ 系統グループ

の実務経験者、外部専門家を講師と し て、飼料原料・

配合飼料・ 家畜・ 畜産物に関する知識や最新情勢、家

畜の飼養管理技術等の畜産事業に携わる上で求めら

れるさ まざまな知識を 網羅的・ 体系的に身につけら

れる、貴重な人材育成の場と なっ ています。

４ 月～1 1 月の期間を 中心に、テーマごと に約1 5

講座を 設けます。 受講者のスキルや経験にあわせ、

新任担当者向けの基礎コ ースやベテラ ン担当者向け

受講者の業務経験目安

コ ース名 講習会名 1 年目 2 年目 3 年目 4 年目～

基礎コ ース

飼料事業基礎コ ース

養牛基礎コ ース

養豚基礎コ ース

養鶏基礎コ ース

専門コ ース

肉牛専門コ ース

乳牛専門コ ース

養豚専門コ ース

養鶏専門コ ース

課題別コ ース

営業基礎講座

畜産環境講座

畜産経営講座①＜畜産簿記編＞

畜産経営講座②＜畜産税務編＞

畜産経営講座③＜畜産経営分析編＞

JGAP 指導員基礎研修＜家畜・ 畜産物＞

畜産農家後継者研修 畜産農家後継者

の専門コ ース、経営や環境対策などの課題に特化し

た課題別コ ース等の講習体系を組み、毎年約5 0 0 名

が受講し ています。

J A 全農畜産生産部　 推進・ 商品開発課

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部



J A 全農畜産生産部　 推進・ 商品開発課

隔
月
刊
／
約
２
万
部
発
行

畜産生産者へ、役に立つ最新情報の発信

J A C C ネット・ ちく さ んクラブ 2 1

『 J A C C ネット 』

『 ちく さ んクラブ 2 1 』

 Ｊ Ａ 全農が提供する畜産情報サイト

● 家畜疾病情報 ：  豚熱、鳥インフ ルエンザ　 等

● 畜産物情報 ：  食肉情報／鶏卵情報／副生物、加

工品情報／食鳥情報

● 畜産統計ト ピックス ：  取引価格推移／取引動向

● 素畜情報 ：  素牛情報（ 肉用和牛、肉用乳牛）

● 飼料情勢 ：  配合飼料情勢／原料情勢／海外粗飼

料情勢

● 自給飼料情報 ：  商品情報

●資材情報　 等

W e b サイト 　 h ttp s ://j a c c n e t.z e n n o h .o r . j p

Ｊ Ａ 全農が発行する 生産者向け畜産情報誌

掲載情報

● 生産者紹介

● 優良事例紹介

● 技術紹介

● 共励会・ イベント 取材記事

● 共励会・ 子牛市場・ マーケット 情報

● 環境対策情報

● 衛生対策情報

● 読者の声　 等

W e b サイト 　 h ttp s ://w w w .c h ik u s a n -c lu b 2 1 . j p

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部

https://jaccnet.zennoh.or.jp
https://www.chikusan-club21.jp


●採卵鶏飼料における油脂の安全性評価試験

●飼料に含まれる各種栄養素（ タンパク質・ 脂肪等）の分析

●まず農場に入り 豚や生産システムについて学ぶ事

●ファームでの現場作業（ 餌やり・ 掃除・ 治療等）

配属後、初めて担当した業務内容は？

●飼料原料及び添加物を全農自ら取り 扱っているので、さまざまな配合の

飼料を設計し、試験に用いる事ができる。 また現場の声を聞き、組合員の

方 に々反映する事ができる点

●家畜頭数が多く 、大規模な試験課題を計画・ 実行できるところ

●畜産現場の声を直接聞ける事、研究がすぐに現場に還元できる事など、

研究が現場に近い点

●適切に飼養管理された試験動物（ ウシ）を大規模に飼育している点

JA 全農の研究所としての強みってどこ？

近年の採用実績校（ 技術職採用）

北海道大学、帯広畜産大学、東北

大学、茨城大学、筑波大学、東京農

工大学、明治大学、北里大学、麻布

大学、京都大学　 等

飼料畜産中央研究所

05:30 起床

23:00 就寝

21:00 帰宅

09:00 始業

12:00 昼食

17:30 終業
•  日課の 
ランニング 10 ㎞

• 朝食

•  読書、勉強（ 養鶏
関係雑誌• 論文）

• TV 観賞、入浴など

•  同期と飲み会

• 予定のチェック
• 事務作業
• 体測（ 週に 1 回程度）
• ワクチン接種

•  日報の記入
•  鶏卵、鶏肉相場の

チェック
•  卵質検査

入会2 年目
養鶏研究室
の場合

2008 年 入会 畜産生産部飼料畜産中央研究所研究開

発部、養豚チームに配属

2012 年 5 年目 JA 東日本く みあい飼料株式会社本社営業部

営業企画課（ 養豚担当）へ異動、飼料設計技術

や研究所での知見を活かし 製品開発を実施

2018 年 11 年目 畜産生産部福岡畜産生産事業所推進課

（ 養豚担当）へ異動、飼料の製品開発や生

産性向上に関わる技術普及を実施

2020 年 13 年目 飼料畜産中央研究所へ異動。 養豚研究

室へ室長代理として着任

ジョ ブローテーショ ン
入会15 年目赤坂大輔（ 養豚研究室長代理）の場合

研究員の

ある一日

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部
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山下司朗 （ 品質管理研究室／2009 年入会）
　 　 　 　 　 　 　

①農学部畜産科学科
②魅力的な研究が行え、得られた成果が日

本の農業の発展に貢献できると考えたか
ら。

③飼料・ 畜産物に関する新たな分析手法の
開発。 種豚育種に関する DNAマーカー
検査方法の開発。

④我々が持っている技術を利用してどのよう
なことができるかと いう 視点も 必要です
が、何が求められており 、そのために何を
開発するのが良いかを考えて取り 組む事
が重要だと考えています。

⑤問題となっている事に対し、これまでの経験や知識をもとに提案・
実行できた時。

⑥開発した技術や成果が現場で使用されて、何らかの形で貢献し
ていると感じられた時。

⑦専門性が必要となる仕事ですが、自分の分野外となると途端にわ
からない事だらけになります。 自分が持っていない知識や技術を
持ち、協力して一つのものを作り 上げる事ができる人と仕事がし
たいです。

⑧品質管理研究室での業務は2 年目となりますが、少しでも早く 正
確な分析結果を出す、飼料の品質管理体制向上等を通じて農家
へ貢献できるように頑張ります。

⑨仕事を始めると幅広く 多く の事を行うようになります。 何がしたい
かという 事も重要ですが、何のために働きたいという 視点も重要
だと思います。 日本の農業のためという 事であればご一緒に仕
事できる日を楽しみにしています。

飯田ひかる（ 養鶏研究室／2017 年入会）
　

　
①農学研究科生物産業創成科学専攻
②まず「 日本の農業を支えたい」という 思い

から で す。 自分が後継者となっても、一
農家しか救えないが、より 農業を続けや
すい・ 始めやすい環境を作る事で国全体
を救う 事ができます。 また、「 より 大きな
スケールで研究を行いたい」 事も理由で
す。 より目に見える形の現場直結型の応
用研究がしたいと思い、入会しました。

③採卵鶏の原料の評価。 ブロイラーでは
生産成績を維持しながら、より 美味しそう
な色となるような飼料の試験、飼料給与条件の違いによる発育
の変化等の試験を行っています。

④飼養試験の設計を組む際は、事前に綿密に計画し、作業を単純
化してミ スが発生しないよう に、発生してもリカ バリーできるよう
に考えています。

⑤技術対応を即日行う 事を意識する中で、過去の試験実績、学術
論文等と いっ た情報の取捨選択が素早く できるよう になりまし
た。 また、入会当初は飼料袋（ 20 ㎏）を持ち上げるのがやっとで
したが、今では軽々担ぐ事ができます（ 笑）。

⑥ブロイラーの肉色を高める試験で、計画を立て、飼料を設計・ 製
造し、実際に鶏に与え、その結果、より 安価で美味しそうな色を
出せる飼料の設計ができた時。

⑦オンオフ のしっかりした人。
⑧後輩の皆さんが入会するまでには一人前の研究員になれるよ

う 、知力・ 体力ともに高めていきたいです。
⑨自分の行った試験がより良い飼料、そして卵や鶏肉につながるや

り がいのある仕事です。 学生時代に鶏を扱っていなく ても、しっ

かりとした研修プログラムがあるため、少しでも興味があれば挑
戦してほしいです。

菅沼彰太 （ 養豚研究室／2017 年入会）　 　

①応用生物科学部獣医微生物学研究室
②学生時代は研究室内での実験が主だった

ので、畜産業というものがどのように行われ
ているか知りませんでした。 畜産業につい
てもっと学び、獣医師として日本の食や農
業に対して貢献したいと思い、全農を選び
ました。

③先輩職員の研究の手伝いをしながら、豚
の健康管理や豚の飼料、医薬品の管理
などを行っています。

④普段から常に研究のきっかけを見つけよ
うと心がけています。 飼料や飼養管理についてはまだまだ勉強
する事ばかり 。 いつか現場の役に立つ研究をしたいです。

⑤豚を思うように動かす事ができた時です。
⑥体調の悪い豚を早い段階で発見・ 治療し、短期間で元気にして

あげられた時。
⑦物怖じする事なく 、自分の意見を述べたり 疑問をぶつけたり でき

る人と働きたいです。
⑧豚の病気、繁殖、飼料について生産者の方をサポート できる獣医

師になります。
⑨日本の食べ物の美味しさを、ただ自分の子どもに知ってほし いと

思います。 同じように日本の農業を盛り 上げていきたいという 気
持ちを持たれている方は、ぜひその気持ちを大切になさってく だ
さい。

柴田直美 （ 笠間乳肉牛研究室／ 2021 年入会）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

①農学部畜産科学科畜牧体系学研究室
②生産者が求める飼料や技術の研究開発

を行いたいと思い、入会しました。
③子牛に与える代用乳の新たな給与方法

の探索。 先輩職員のサンプリングの手
伝い。

④疑問に思った事は調べてみる、聞いてみ
る、試してみる。

⑤牛を思うように動かす事ができた時です。
⑥日々牛を観察している中で、体調の悪い

牛を早い段階で発見できた時。
⑦周り の人と協力しながら仕事ができる人と一緒に働きたいです。
⑧まだまだ勉強することばかりですが、学んだ知識や経験を多く の

方に伝えられるように頑張ります。
⑨たく さんの情報に惑わされず、自分が納得いくまでやってみたら

良いと思います。

古川了一 （ 上士幌種豚育種研究室／ 2020 年入会）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

①動物遺伝育種分野で豚肉のおいしさを
改良するための研究をしていました。

②大学で学んだことを活かせると 考えたか
らです。

③デュロック種の育種改良（ データ 集めから
能力推定や交配までの諸々の業務）、選
抜個体の遺伝子型判定

④雑になら ない事です。 育種学は集団を
対象とした分野であるため、一種類の実
験や作業において扱う サンプル数が非常
に多く なります。 し かし、質より 量になっ
てはせっかく のデータも価値が下がってしまう ので、その点は意
識して業務に取り 組んでいます。

⑤豚の動かし 方が分かったとき。 辛かった作業に楽しさを見出し
た時。

⑥膨大なサンプル処理や研究報告など、少し 体に負荷がかかる業
務を終えた時です。

⑦礼節を重んじる人
⑧研究員としても一社会人としてもまだまだ未熟者なので、少しず

つでも成長できるように一日一日を過ごしていきたいです。
⑨どんな職種・ 企業の人に対しても、何でも聞けると いう 事が就活

生の強みだと思います。 辛い時期も多いかと思いますが、体調
管理を大切にして頑張ってく ださい！

研究員に聞く

  質問項目

①大学（ 院）の専攻／②就職先として「 JA 全農」を選んだ理由

／③現在の主な業務／④仕事の中で心がけている事／⑤仕

事を通じて「 成長したな」と実感する瞬間／⑥どんな時に「 働き

がい」を感じますか？／⑦一緒に働く ならどんな人？／⑧今後

の抱負／⑨就活生への一言アド バイス



●鶏用ワクチンの基礎研究及び商品開発

●豚のウイルス疾病の病態解明や対策資材の評価の補助

配属後、初めて担当した業務内容は？

●畜産農場にとって重要な予防衛生に、多面的に取り 組めるところが強みだ

と感じます。

●研究部門、検査部門、衛生指導部門が 1 つの研究所の中にある事で、現

場のニーズに基づいた研究や、膨大な検査材料・ データ を用いた研究が

行えます。

●衛生指導部門においては、最新の技術・ 知識を活用した農場指導が可能

となります。

JA 全農の研究所としての強みってどこ？

近年の採用実績校（ 技術職採用）

北海道大学、帯広畜産大学、酪農

学園大学、岩手大学、東京農工大

学、北里大学、日本獣医生命科学大

学、岐阜大学、大阪府立大学　 等

家畜衛生研究所

06:00 起床

23:00 就寝

09:00 始業

12:00 昼食

17:30 終業

帰宅後
• 夕食
• 入浴
  など

• 検査報告書作成
• 農場巡回
• 採材準備

•  農場巡回
•  採材
•  巡回のまとめ
• 資料作成

入会 2 年目
家畜衛生研究所
クリニック東日本
分室の場合

2005 年 入会 家畜衛生研究所、研究開発室に配属

2008 年 4 年目 家畜衛生研究所クリニックセンターへ異動

2009 年 5 年目 家畜衛生研究所クリ ニック 大阪分室へ

異動

2011 年 7 年目 家畜衛生研究所クリニックセンターへ異動

（ 2 回の産休・ 育休を取得）

2018 年 14 年目 家畜衛生研究所クリ ニック 東日本分室へ

異動

2019 年 15 年目 家畜衛生研究所クリ ニック 東日本分室室

長に就任、現在に至る

ジョ ブローテーショ ン

入会17 年目 黒田 まほ（ クリニック東日本分室室長）の場合

研究員の

ある一日

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部

JA 全農畜産生産部　 家畜衛生研究所



千葉史織 （ クリニックセンター／2015 年入会）　 　 　 　 　 　 　

①家畜病理学教室に所属し、主に牛の疾病

や病態についての研究を行っていました。

②大学で学んだ病理学的な知識を活かせ

る職場で、生産現場に貢献できる仕事を

したいと希望していたため。

③クリニック検査。

④担当業務の１つである病理検査について

は、分かりやすく 精度の高い報告書作成

を心がけています。 また、クリニック検査

業務全体を通して、農家さんの役に立つこと、農家さんの利益に繋

げられることを意識して仕事に取り組んでいます。

⑤自身が携わった仕事や研究が形になった時や、さまざまな人たちと

対話をしながら業務を組み立てられるようになってきた時。

⑥自身が関わった仕事に対して役に立ったと言ってもらえた時。 病理

検査の結果が疾病コント ロールやワクチンプログラムの組立に役

立ったと聞いた時は、とてもうれしかったです。

⑦熱心に業務に向き合うことができる人。

⑧家畜の疾病や病態について広い視野で考えられる獣医師になるこ

と。 農家さんから「 家畜衛生研究所の仕事は役に立つ、検査を依頼

したい」と思ってもらえるような仕事をしていきたいです。

⑨悩むこと、迷うことがたくさんあると思います。１人きりで考えこまず、

おいしいご飯をきちんと食べて、身近な人たちとお喋りをしながら就

活してください。

平谷 寛樹 （ クリニック九州分室／2017 年入会）　

①獣医公衆衛生学の研究。

②実家が畜産業を営んでおり、将来は農

家の生産性向上に寄与できる職場に就

職したいと考えていた。 獣医学専攻で

あった事から当研究所を志望。

③家畜衛生の指導業務。

④「 非現実的」な提案を行わない事。 農場

では畜舎の設備・ 人員・ 資材・ 経営環境

も異なるため、型にはまった対応はでき

ない事がほとんどである。個 の々環境に合わせ、さまざまな手法を

組み合わせた改善法をオーダーメイドで作り上げていくのが良いと

考えている。 そのために関係各所の協力、理解を十分に得ながら

物事を進めるという事も心がけている。

⑤自分の考えを提案し、実践できた時。 自分にとって大きな経験と自

信となり、その経験を積む事ができた、という事が成長であると考え

ている。

⑥農場の方に感謝された時。「 家畜が元気になった」、「 いつも下痢を

していたが、収まった」など自分が農場の方の役に立ったと実感でき

た時に感じる。

⑦移動が多く 、真夏・ 真冬に屋外での作業があるので、体調管理がし

っかりできる方。

⑧農場の方と関係各所の力を借りながら、少しでも生産性向上の一

助となれるよう力を尽くしていきたい。

⑨あまり自分を飾り過ぎないようにしましょう。 つけ焼刃は筆記試験

でしか通じません。

坂本梨果子 （ クリニック北日本分室／2020 年入会）　 　

①毒性学教室に所属し、タンチョ ウヅルの

薬物感受性について研究していました。

②獣医師として家畜の健康を守る職に就き

たく 、現場指導と衛生検査の両面から疾

病予防に関われる点、また組織として畜

産物の生産から販売まで関わっている

点に魅力を感じました。

③担当農場の定期巡回と 飼養管理の指

導。 衛生検査を活用しながら、衛生プログラムの改善や季節に応

じた飼養管理を提案しています。

④それぞれの農場に合った飼養衛生管理の方法を、生産者の方 が々

やりやすい形で提案する事。

⑤ある農場で見た事例を自分の中で整理し、異なる農場で似たような

事例に出会った際に、その農場に適した対策をすぐに提案できた時。

⑥農場での疾病発生が少なくなり、生産者の方 か々ら感謝された時。

⑦人との出会い、コミュニケーションを大切にできる人。 失敗してもい

いので、何事も真剣に取り組む事ができる人。

⑧知識のインプット・ アウト プット を怠らず、現場の方から更に頼られ

る獣医師になりたいです。

⑨就活は、その業界に就職して「 自分はどのようになりたいのか？」を

思い描く 事が大切です。 就活を支えてく れる周りへの感謝の気持

ちを忘れずに、皆さんが納得のいく 進路決定ができるよう応援して

います。

藏樂 建太 （ 研究開発室／2018 年入会）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

①食 中 毒 細 菌 を 扱う 研 究 室 で Vibrio

choleraeの産生する毒素の性状解析を

行っていました。

②研究員としてだけでなく 獣医師として働く

事のできる環境が整っていたからです。

③寄生虫症に関する研究開発業務に携わ

っています。

④自分の研究成果がどのような形で生産

者さんに還元できるのか、どのような資材を開発する事が利益を生

むのかを念頭に置いて研究の方向性を定めています。

⑤想定外の結果が得られた際に考察やディスカッションを通じて次に

何をすべきかが明確に発案できた時は研究者として成長したかな

と感じました。

⑥実験データを解釈し疑問点を解決するために次試験の計画を立て

ているときは着実にゴールに向かって進んでいる事を実感し働きが

いを感じます。

⑦些細な事でも興味を持ち研究に落とし込める人と仕事できると嬉し

いです。

⑧研究は成果が出るまで長い年月を必要とするものですが、製品化を

目指して日々 精進します。

⑨就活そのものを楽しんでいればきっといい出会いがあると思いま

す。 気負わず前向きに頑張ってください。

研究員に聞く

  質問項目

①大学（ 院）の専攻／②就職先として「 JA 全農」を選んだ理由

／③現在の主な業務／④仕事の中で心がけている事／⑤仕

事を通じて「 成長したな」と実感する瞬間／⑥どんな時に「 働き

がい」を感じますか？／⑦一緒に働く ならどんな人？／⑧今後

の抱負／⑨就活生への一言アド バイス



●2017 年入会後、研究開発室に配属。 大学院在籍時の研究内容であった

家畜育種の知識を生かし、主に黒毛和種の改良に関する研究およびゲノ

ム育種価を用いた牛群改良の業務に従事。

配属後、初めて担当した業務内容は？

●ET 研究所の場合、研究所自体が生産現場であるため、現場に直結する

研究ができ、生産者の利益につながる研究に取り 組みやすい。 研究機器

が充実しており 、やりたい研究に取り 組むための障壁が少ない。 系統農

場やく みあい飼料との協力により 、大規模データ 収集が可能。

JA 全農の研究所としての強みってどこ？

近年の採用実績校（ 技術職採用）

北海道大学、帯広畜産大学、酪農

学園大学、東京農工大学、北里大

学、麻布大学、鹿児島大学　 等

ET研究所
05:30 起床

22:00 就寝

08:30 始業

12:00 昼食

17:00 終業

帰宅後
• 夕食
• 入浴
•  子育て 

など

• 検卵
•  試験牛の 

サンプル採取
• DNA 抽出
• 実験データ 整理

•  ゲノム育種価 
予測解析

• 投稿論文作成
• 学会発表準備
• 事務作業

入会 6 年目
研究員の場合

2017 年 入会 畜産生産部ET 研究所　 研究開発室へ配

属

2022 年 6 年目 現在に至る

ジョ ブローテーショ ン

入会６年目 造田 篤（ ET 研究所　 研究開発室）の場合

研究員の

ある一日

2 0 2 2 年度 JA 全農畜産生産部

J A 全農畜産生産部　 ET 研究所



硲野 健 （ 生産課／2021 年入会）

①学部・ 大学院ともに、臨床繁殖学研究室

に所属し、牛の卵管機能調節に関する研

究を行っていました。

②ET研究所での業務内容が、自身の専門

分野と興味に合致していた事が１番の理

由です。

③受精卵生産に用いるドナー牛群の管理、

採卵業務。

④普段の臨床業務の中で感じた小さな疑問や気付きを大切にして、ど

う すれば生産性の向上につなげる事ができるかを常に意識する

事。

⑤自身の採卵成績や受精卵移植の受胎率といった仕事の結果が数

字として表れる部分に関して、目に見えて成績が良くなっていた時。

⑥自分のアイデアを自由に実践できる職場なので、日々 新しいチャレン

ジができる事にやりがいを感じています。

⑦仕事に興味と熱意を持って取り組める人。

⑧畜産業界、獣医業界に対して、新しい技術や情報を発信できる人材

になりたいです。

⑨月並みですが、自分の興味・ やりたい事をどれだけ真剣に考えられ

たかが就活の結果、ひいては就職後の満足度を左右すると思いま

す。 自分のやりたい事が分からないと悩んでいる人も多いと思い

ますが、考える事から逃げずに最後まで全力で取り組んでみてくだ

さい。 その結果として、皆さんと ET 研究所で一緒に仕事ができれ

ば嬉しい限りですが( 笑)。 体調には十分気を付けて頑張ってくだ

さい。 応援しています。

塚原 隼人 （ 研究開発室／2020 年入会）

①遺伝繁殖学研究室に所属し、ウシやマウ

スの初期胚発生にかかわる転写因子に

ついて研究していました。

②ＥＴ 研究所ならば大学で勉強した体外受

精や受精卵の発生といった知識を活か

せると思ったからです。

③体内・ 体外受精卵の保存方法に関する

研究、体内採卵の検卵・ 出荷。

④自分が行っている研究や実験の一つひとつについて、必ず自分の

考えや意図・目的を明確にする事です。 そうする事で自分の研究に

足りていない部分や次にやるべき事が見えてくると思っています。

⑤新たな業務を任せてもらえた時に、多少なり信頼を得る事ができて

いるのではないかと感じます。

⑥自分で調べ、自分で立てたテーマについて研究している時は、ともな

う責任こそありますが、やりがいを感じます。

⑦研究についてのディスカッションが好きな人。 知的好奇心が旺盛な人。

⑧１％でも受胎しやすい受精卵を１個でも多く作れるように頑張ります。

⑨就活のノウハウを身につける事も大事かもしれませんが、まずは自

分の思いややりたい事、将来どうなりたいかを正直に話した方が自

分に合う就職先が見つかると思います。

三浦 遥香 （ 生産課／2020 年入会）

①ウイルス学研究室で、鳥インフルエンザ

ウイルスについての研究をしていました。

②配属された研究所により 異なる仕事が

でき、さまざまな経験を積める事が魅力

に感じました。

③採卵業務や牛の発情チェック、エコーに

よる卵巣状態の確認。

④責任をともなう仕事のため、できるだけ正確に行うように心掛けて

います。

⑤始めはまったくできなかった事が、あまり時間をかけずにできるよう

になった時です。

⑥同じチームの職員と採卵成績を上げるために取り組んだ新しい試

みに、成果が出た時です。

⑦しっかりとコミュニケーションがとれて、チームのために共に働ける人。

⑧まだまだ技術的にも社会人としても未熟な部分があるので、少しず

つでも成長していけるよう頑張りたいです。

⑨少しでも興味を持った職種は調べてみたり、実際に行ってみたりす

るといいと思います。

　 就活中は大変だと感じる事も多いと思いますが、楽しみながら頑張

ってください！

研究員に聞く

  質問項目

①大学（ 院）の専攻／②就職先として「 JA 全農」を選んだ理由

／③現在の主な業務／④仕事の中で心がけている事／⑤仕

事を通じて「 成長したな」と実感する瞬間／⑥どんな時に「 働き

がい」を感じますか？／⑦一緒に働く ならどんな人？／⑧今後

の抱負／⑨就活生への一言アド バイス


